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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　メディアプレーヤーの有する受け側のコネクタ又は該受け側のコネクタに接続するため
のオス型プラグコネクタであるコネクタであって、
　一列に並んだ連番付きの接点用位置に少なくとも３０個の相隔てた接点を収容するよう
に構成されたコネクタ筐体を備え、
　前記連番付きの接点用位置は、
　　ファイヤワイヤ信号のために指定された３番目、５番目、７番目、及び９番目にある
ファイヤワイヤ接点用位置と、
　　ＵＳＢ信号のために指定された４番目、６番目、及び８番目にあるＵＳＢ接点用位置
と、
　　前記メディアプレーヤーにアクセサリ識別を通知する、関連した電気的プルダウン機
能を有するアクセサリ識別信号のために指定された１０番目にあるアクセサリ識別接点用
位置と、
　　シリアルプロトコル信号のために指定された１８番目及び１９番目にあるシリアルプ
ロトコル接点用位置と、
　　アナログオーディオ信号のために指定された２５番目乃至２８番目にあるオーディオ
接点用位置と、
　　グラウンドのために指定された１番目及び３０番目にあるグラウンド接点用位置と、
を含むことを特徴とするコネクタ。
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【請求項２】
　　３番目、５番目、７番目、及び９番目にある接点用位置に配置され、前記ファイヤワ
イヤ信号の伝播に割り当てられたファイヤワイヤ接点と、
　　４番目、６番目、及び８番目にある接点用位置に配置され、前記ＵＳＢ信号の伝播に
割り当てられたＵＳＢ接点と、
　　１０番目にある接点用位置に配置され、前記アクセサリ識別信号の伝播に割り当てら
れたアクセサリ識別接点と、
　　１８番目及び１９番目にある接点用位置に配置され、前記シリアルプロトコル信号の
伝播に割り当てられたシリアルプロトコル接点と、
　　２５番目乃至２８番目にある接点用位置に配置され、前記アナログオーディオ信号の
伝播に割り当てられたオーディオ接点と、
　　１番目及び３０番目にある接点用位置に配置され、グラウンドに割り当てられたグラ
ウンド接点とをさらに備え、
　前記オス型プラグコネクタが前記メディアプレーヤーの有する前記受け側のコネクタに
接続された場合に、前記接点の少なくとも一部がアクティブとなることを特徴とする請求
項１に記載のコネクタ。
【請求項３】
　メディアプレーヤーの有する受け側のコネクタ又は該受け側のコネクタに接続するため
のオス型プラグコネクタであるコネクタであって、
　一列に並んだ連番付きの接点用位置に少なくとも３０個の相隔てた接点を収容するよう
に構成されたコネクタ筐体を備え、
　前記連番付きの接点用位置は、
　　ＵＳＢを含むディジタル信号のために指定された３番目乃至９番目にあるディジタル
接点用位置と、
　　少なくとも一つのオーディオ信号を含む１以上のアナログ信号のために指定された２
７番目及び２８番目にあるアナログ接点用位置と、
　　グラウンドのために指定された１番目及び３０番目にあるグラウンド接点用位置と、
を含み、
　４番目、６番目、及び８番目の接点用位置はＵＳＢ信号のために指定され、他のディジ
タル信号のために指定された接点用位置と交互に配置されていることを特徴とするコネク
タ。
【請求項４】
　　３番目乃至９番目にある接点用位置に配置され、前記ディジタル信号の伝播に割り当
てられたディジタル接点と、
　　２７番目及び２８番目にある接点用位置に配置され、前記アナログ信号の伝播に割り
当てられたアナログ接点と、
　　１番目及び３０番目にある接点用位置に配置され、グラウンドに割り当てられたグラ
ウンド接点とをさらに備え、
　前記オス型プラグコネクタが前記メディアプレーヤーの有する前記受け側のコネクタに
接続された場合に、前記複数の接点の少なくとも一部がアクティブとなることを特徴とす
る請求項３に記載のコネクタ。
【請求項５】
　前記連番付きの接点用位置は、前記メディアプレーヤーにアクセサリ識別を通知する、
関連した電気的プルダウン機能を有するアクセサリ識別信号のために指定された１０番目
にあるアクセサリ識別接点用位置をさらに含むことを特徴とする請求項３に記載のコネク
タ。
【請求項６】
　前記連番付きの接点用位置は、シリアルプロトコル信号のために指定された１８番目及
び１９番目にあるシリアルプロトコル接点用位置をさらに含むことを特徴とする請求項３
に記載のコネクタ。
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【請求項７】
　３番目、５番目、７番目、及び９番目にある接点用位置はファイヤワイヤ信号のために
指定されることを特徴とする請求項３に記載のコネクタ。
【請求項８】
　前記連番付きの接点用位置は、グラウンドのために指定された１６番目にあるグラウン
ド接点用位置をさらに含むことを特徴とする請求項１又は３に記載のコネクタ。
【請求項９】
　前記連番付きの接点用位置は、グラウンドのために指定された２番目、１５番目、及び
２９番目にあるグラウンド接点用位置をさらに含むことを特徴とする請求項８に記載のコ
ネクタ。
【請求項１０】
　前記連番付きの接点用位置は、
　前記メディアプレーヤーから電力を入手するアクセサリ電力信号のために指定された１
３番目にあるアクセサリ電力接点用位置と、
　アクセサリ検出信号のために指定された２０番目にあるアクセサリ検出接点用位置と
をさらに含むことを特徴とする請求項１又は３に記載のコネクタ。
【請求項１１】
　前記コネクタ筐体はプラスチックで形成され、
　前記接点は、
　　導電性物質で形成され、
　　前記少なくとも３０個の接点のための前記連番付きの接点用位置の対応する１箇所に
配置され、
　　前記コネクタ筐体内部の中心からずれた場所に埋め込まれ、
　少なくとも一つの接点は銅合金で形成される
ことを特徴とする請求項２又は４に記載のコネクタ。
【請求項１２】
　１１番目及び１２番目にある接点用位置に配置され、電力の伝播に割り当てられた電源
接点をさらに備える請求項１又は３に記載のコネクタ。
【請求項１３】
　メディアプレーヤーの有する受け側のコネクタ又は該受け側のコネクタに接続するため
のオス型プラグコネクタであるコネクタであって、
　一列に並んだ接点用位置に複数の相隔てた接点を収容するように構成されたコネクタ筐
体を備え、
　前記接点用位置には第１の端から第２の端まで連番が付され、
　前記接点用位置は、
　　グラウンドのために指定された第１のグラウンド接点用位置と、
　　ＵＳＢを含む２以上のディジタル信号のために指定されたディジタル信号接点用位置
の第１のグループであって、前記第１のグラウンド接点用位置と前記第１の端との間に配
置されるディジタル信号接点用位置の第１のグループと、
　　少なくとも一つ以上のオーディオ信号を含む１以上のアナログ信号のために指定され
たアナログ信号接点用位置の第２のグループであって、前記第１のグラウンド接点用位置
と前記第２の端との間に配置されるアナログ信号接点用位置の第２のグループと
を含み、
　ディジタル接点用位置の前記第１のグループの中の接点用位置はＵＳＢのために指定さ
れ、且つ他の接点用位置と一つおきに連続して配置されることを特徴とするコネクタ。
【請求項１４】
　前記連番付きの接点用位置は、
　　前記第１の端にあり、グラウンドのために指定された第２のグラウンド接点用位置と
、
　　前記第２の端にあり、グラウンドのために指定された第３のグラウンド接点用位置と
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をさらに含むことを特徴とする請求項１３に記載のコネクタ。
【請求項１５】
　前記複数の接点用位置は、少なくとも３０箇所の接点用位置を備え、
　前記第１のグラウンド接点用位置は１６番目にある接点用位置であり、
　前記第２のグラウンド接点用位置は１番目にある接点用位置であり、
　前記第３のグラウンド接点用位置は３０番目にある接点用位置であり、
　前記連番付きの接点用位置は、グラウンドのために指定された２番目、１５番目、及び
２９番目にあるグランド接点用位置をさらに含むことを特徴とする請求項１３に記載のコ
ネクタ。
【請求項１６】
　ディジタル接点用位置の前記第１のグループは３番目乃至９番目にある接点用位置を備
え、
　アナログ接点用位置の前記第２のグループは２７番目及び２８番目にある接点用位置を
備えることを特徴とする請求項１３に記載のオス型プラグコネクタ。
【請求項１７】
　ディジタル接点用位置の前記第１のグループは、ファイヤワイヤ信号のために指定され
た３番目、５番目、７番目、及び９番目にある接点用位置を含むことを特徴とする請求項
１３に記載のコネクタ。
【請求項１８】
　ディジタル接点用位置の前記第１のグループは、ＵＳＢ信号のために指定された４番目
、６番目、及び８番目にある接点用位置を含むことを特徴とする請求項１３に記載のコネ
クタ。
【請求項１９】
　導電体物質で形成され、前記複数の接点用位置にそれぞれ配置される複数の接点をさら
に備え、
　前記オス型プラグコネクタが前記メディアプレーヤーの前記受け側のコネクタに接続さ
れた場合に、前記複数の接点の少なくとも一部がアクティブとなることを特徴とする請求
項１３に記載のコネクタ。
【請求項２０】
　導電性物質で形成され、８番目、１１番目、及び１２番目にある接点用位置の１箇所以
上に配置される１以上の電源接点をさらに備える請求項１３に記載のコネクタ。
【請求項２１】
　前記接点用位置は、前記メディアプレーヤーにアクセサリ識別を通知する、関連した電
気的プルダウン機能を有するアクセサリ識別信号のために指定された１０番目にあるアク
セサリ識別接点用位置をさらに含むことを特徴とする請求項１３に記載のコネクタ。
【請求項２２】
　前記接点用位置は、
　前記メディアプレーヤーから電力を入手するアクセサリ電力信号のために指定された１
３番目にあるアクセサリ電力接点用位置と、
　アクセサリ検出信号のために指定された２０番目にあるアクセサリ検出接点用位置と
をさらに含むことを特徴とする請求項１３に記載のコネクタ。
【請求項２３】
　前記接点用位置は、シリアルプロトコル信号のために指定された１８番目及び１９番目
にあるシリアルプロトコル接点用位置をさらに含むことを特徴とする請求項１３に記載の
コネクタ。
【請求項２４】
　前記コネクタ筐体は、前記オス型プラグコネクタが前記メディアプレーヤーの前記対応
する受け側のコネクタと結合した場合に、係合し、解放し、及びロック・メカニズムを提
供するように構成されたラッチをさらに備えることを特徴とする請求項１、３、及び１３
のいずれか１項に記載のコネクタ。
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【請求項２５】
　前記ラッチはスナップ、バネ、又は磁石のうちの少なくとも一つを含むことを特徴とす
る請求項２４に記載のコネクタ。
【請求項２６】
　受け側のコネクタを有するメディアプレーヤーを受け入れるドッキングステーションで
あって、
　ステーション筐体と、
　メディアベイ開口部とオス型プラグコネクタとを備えるメディアベイであって、該メデ
ィアベイ開口部は、前記ステーション筐体内に形成され、前記メディアプレーヤーを受け
入れるように構成されるメディアベイと
を備え、
　前記オス型プラグコネクタは
　　前記メディアベイ開口部に配置され、
　　請求項１乃至２５のいずれか１項に記載のコネクタである
ことを特徴とするドッキングステーション。
【請求項２７】
　前記メディアベイ開口部に挿入された場合に、前記メディアプレーヤーが傾斜された位
置で留まるように前記オス型プラグコネクタが傾斜されていることを特徴とする請求項２
６に記載のドッキングステーション。
【請求項２８】
　前記傾斜された位置の角度は約５度から約２５度の範囲にあることを特徴とする請求項
２７に記載のドッキングステーション。
【請求項２９】
　前記ドッキングステーションが前記メディアプレーヤーを支持可能なように、前記ステ
ーション筐体内にバラストをさらに備える請求項２６に記載のドッキングステーション。
【請求項３０】
　前記オス型プラグコネクタに動作可能なように結合した１以上の追加のコネクタをさら
に備え、
　前記追加のコネクタの少なくとも一つは他の電子デバイスとの通信のための信号伝送を
可能とするように構成された請求項２６に記載のドッキングステーション。
【請求項３１】
　前記１以上の追加のコネクタは、オーディオ出力コネクタ又は前記メディアプレーヤー
の前記受け側のコネクタと同一の接点用位置配置を有する複数接点コネクタ、若しくはこ
れらの任意の組み合わせの少なくとも一つを含むことを特徴とする請求項３０に記載のド
ッキングステーション。
【請求項３２】
　前記ステーション筐体内に配置された可撓性ケーブルをさらに備え、
　前記可撓性ケーブルは、前記オス型プラグコネクタを前記１以上の追加のコネクタに動
作可能なように結合するように構成され、
　前記１以上の追加のコネクタは、前記ステーション筐体に取り付けられた１以上のプリ
ント基板回路に配置されることを特徴とする請求項３０に記載のドッキングステーション
。
【請求項３３】
　前記ドッキングステーションはメディアシステムであり、スピーカのペア、ディスプレ
イ、及び無線放送要素から構成されるグループから選択した１以上の機能を含むことを特
徴とする請求項２６に記載のドッキングステーション。
【請求項３４】
　受け側のコネクタを有するメディアプレーヤーのためのアダプタであって、
　オス型プラグコネクタと第２のコネクタとを備え、
　前記オス型プラグコネクタは、請求項１乃至１１及び１３乃至２５のいずれか１項に記
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載のコネクタであり、電力の伝播に割り当てられた少なくとも一つの電源接点を備え、
　前記第２のコネクタは、該第２のコネクタの電源接点に電力を供給する補完的なコネク
タに動作可能なように接続するように構成され、
　前記オス型プラグコネクタの前記少なくとも一つの電源接点は、前記アダプタを介した
電力送信が可能となるように、前記第２のコネクタの前記電源接点に動作可能なように接
続することを特徴とするアダプタ。
【請求項３５】
　前記第２のコネクタはグラウンドのための接点を有し、
　前記オス型プラグコネクタは、前記第２のコネクタの前記グラウンド接点に接続され、
１番目又は２番目の少なくともいずれかにある位置に配置された、少なくとも１以上のグ
ラウンド接点を有することを特徴とする請求項３４に記載のアダプタ。
【請求項３６】
　前記第２のコネクタはＵＳＢコネクタであることを特徴とする請求項３４に記載のアダ
プタ。
【請求項３７】
　前記第２のコネクタはカー電源ジャックに挿入するように構成された電源アダプタプラ
グであることを特徴とする請求項３４に記載のアダプタ。
【請求項３８】
　前記オス型プラグコネクタの前記少なくとも一つの電源接点は、１１番目又は１２番目
の少なくとも何れかの位置に配置された１以上の接点を含むことを特徴とする請求項３４
に記載のアダプタ。
【請求項３９】
　電子機器であって、
　請求項１乃至２５のいずれか１項に記載のコネクタであるオス型プラグコネクタと、
　前記オス型プラグコネクタに結合され、前記メディアプレーヤーから入手したメディア
を送信するように構成された送信機を含む基盤と
を備える電子機器。
【請求項４０】
　前記オス型プラグコネクタに結合された電源アダプタプラグをさらに備え、
　前記電源アダプタプラグはグラウンド接続を含み、
　前記オス型プラグコネクタの電源接点は、前記電源アダプタプラグを介した電力送信が
可能となるように、前記電源アダプタプラグに動作可能なように接続し、
　前記オス型プラグコネクタと前記メディアプレーヤーの前記受け側のコネクタとが接続
された場合に、前記オス型プラグコネクタと前記メディアプレーヤーの前記受け側のコネ
クタとは、該メディアプレーヤーへの電力の送信を可能とする接続インタフェースを提供
することを特徴とする請求項３９に記載の電子機器。
【請求項４１】
　前記電源アダプタプラグはケーブルを介して前記オス型プラグコネクタに結合されるこ
とを特徴とする請求項４０に記載の電子機器。
【請求項４２】
　前記電源アダプタプラグは自動車用の電源アダプタプラグであることを特徴とする請求
項４０に記載の電子機器。
【請求項４３】
　前記送信機は、ＦＭ、ＲＦ、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ、８０２．１１、ＵＷＢ、ＩＲ、及び
磁気リンクのうちの１以上を用いて信号を送信することを特徴とする請求項３９に記載の
電子機器。
【請求項４４】
　前記メディアを送信するチャネルを選択するためのチャネルチューナをさらに備える請
求項３９に記載の電子機器。
【請求項４５】
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　前記選択したチャネルを示すディスプレイをさらに備える請求項４４に記載の電子機器
。
【請求項４６】
　前記基盤はドッキングステーションの一部であり、前記ドッキングステーションは前記
メディアプレーヤーを保持するように構成されたメディアベイを有することを特徴とする
請求項３９に記載の電子機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、大きくはメディアプレーヤーに関する。より具体的には本発明は、メディア
プレーヤーを外部デバイスに接続する改良された技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ハンドヘルド家庭用電子機器の市場は爆発的に大きくなりつつあり、増加しつつあるこ
れら製品には、それらへの接続を拡張するメカニズムが含まれる。例として、ハンドヘル
ド家庭用電子製品は、携帯電話、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ビデオゲーム、ラジオ、ＭＰ
３プレーヤー、ＣＤプレーヤー、ＤＶＤプレーヤー、テレビ、ゲームプレーヤー、カメラ
などに対応しえる。これらデバイスのほとんどは、他のデバイスと接続するためのなんら
かのコネクタ（例えば、ファイヤワイヤ、ＵＳＢ、音声出力、ビデオ入力など）を含む。
これらデバイスの中には、他のデバイスとドッキングステーションを通して接続すること
ができるものもある。例えば、携帯電話は、携帯電話を充電するドッキングステーション
を含んでおり、ＰＤＡはホストコンピュータと通信するドッキングステーションを含んで
いる。他のデバイスは、それらの間でワイヤレス接続ができる。例えば、携帯電話は双方
向の通信を行うためにワイヤレス通信を利用する（例えばワイヤレスレシーバを含む）。
【０００３】
　ＭＰ３プレーヤーは、特に、典型的には他のデバイスとコネクタを通して接続する。例
えば、カリフォルニア州、クパチーノのApple Computerによって製造されるIpodとして知
られるＭＰ３ミュージックプレーヤーは、コンピュータと通信するためのファイヤワイヤ
コネクタを含んでいる。ケーブルを通してコンピュータに接続されたファイヤワイヤコネ
クタは、ＭＰ３ミュージックプレーヤーおよびコンピュータの間で双方向にやりとりされ
るデータ送信を可能にする。理解されるように、ＭＰ３ミュージックプレーヤーは、ＭＰ
３フォーマットのソングを再生するよう構成される。これらソングは、コンピュータから
アップロードされ、その後、ＭＰ３プレーヤーに記憶されえる。一般に知られるように、
ＭＰ３フォーマットは、音質を損なうことなくディジタル化されたソングのサイズを小さ
くする、すなわち、ＣＤ－品質のソングをＣＤの音質を損なうことなく圧縮するのに役立
つディジタルミュージックのための圧縮システムである。例として、ＣＤ上の３２ＭＢの
ソングは、ＭＰ３フォーマットを用いて約３ＭＢのソングに圧縮しえる。これは一般に、
ユーザがソングを何時間ではなく数分でダウンロードすることを可能にする。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ＭＰ３ミュージックプレーヤーのような現在のメディアプレーヤーはうまく動作するが
、メディアプレーヤーを１つ以上の外部デバイスと接続または結合する（例えば入力また
は出力）改良された特徴に対する継続する要求が存在する。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、ある実施形態において、メディアプレーヤーが他のメディアデバイスと通信
することを可能にするドッキングステーションに関する。前記メディアプレーヤー（例え
ばミュージックプレーヤー）はドッキングステーションへの接続のための第１メディアコ
ネクタを有する。前記ドッキングステーションは、筐体、および前記筐体内に設けられた
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メディアベイを含む。前記メディアベイは、前記メディアプレーヤーを受け入れることが
できる。前記メディアベイはメディアベイ開口部および第２メディアコネクタを含む。前
記メディアベイ開口部は、前記メディアベイコネクタへのアクセスを提供する。前記メデ
ィアベイコネクタは、前記メディアプレーヤーの前記第１メディアコネクタとの取り外し
可能な係合のために構成される。前記第１および第２メディアコネクタは、それらを通し
てデータおよび電源送信を可能にするよう構成される。データ送信は少なくとも２つのデ
ータフォーマットを含む。ドッキングステーションはまた、第２メディアベイコネクタに
動作可能に結合される１つ以上の出力を含む。この出力はそれを通した少なくともデータ
送信を可能にするよう構成される。
【０００６】
　本発明は、他の実施形態において、ワイヤレスメディアプレーヤーシステムに関する。
このワイヤレスメディアプレーヤーシステムは、メディアをワイヤレス接続で送信できる
ハンドヘルドメディアプレーヤー（例えばミュージックプレーヤー）を含む。ワイヤレス
メディアプレーヤーシステムはまた、前記ワイヤレス接続で情報を受け取れる１つ以上の
メディアデバイス（例えばチューニングデバイス）を含む。
【０００７】
　本発明は、他の実施形態において、ワイヤレスでハンドヘルドメディアプレーヤーを他
のデバイスに接続する方法に関する。この方法は、メディアアイテムを前記ハンドヘルド
メディアプレーヤー上で選択することを含む。この方法はまた前記ハンドヘルドメディア
プレーヤー上で１つ以上のリモート受信者を選択することを含む。この方法はさらに前記
メディアアイテムを前記ハンドヘルドメディアプレーヤーにローカルに、ワイヤレスで前
記選択されたリモート受信者に送信することを含む。
【０００８】
　本発明は他の実施形態において、ワイヤレス接続で情報を送信する送信機を含むハンド
ヘルドミュージックプレーヤー（例えばＭＰ３プレーヤー）に関する。前記送信機は、前
記ワイヤレス接続で前記送信機からの情報を受け取ることができる受信機をそれぞれ含む
１つ以上のパーソナルチューニングデバイスに連続的な音楽フィードを少なくとも送信す
るよう構成される。
【０００９】
　本発明はさらに他の実施形態において、メディアプレーヤーシステムで用いられるコネ
クタに関する。このコネクタは、筐体、および前記筐体内に配置された複数の空間的に間
隔の設けられた接点を含む。接点の第１セットはファイヤワイヤのために適し、接点の第
２セットはＵＳＢに適する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　本発明は、添付の図面の図において限定的にではなく例示的に示され、ここで図面にお
いて同様の参照番号は同様の要素を表す。
【００１１】
　本発明は、添付の図面に示されるそのいくつかの好ましい実施形態を参照して以下に詳
細に説明される。以下の記載において、多くの具体的な詳細が述べられているがこれは本
発明の完全な理解のためである。しかし、本発明はこれら具体的な詳細の一部または全部
がなくても実施できることが当業者には明らかだろう。他の場合には、本発明の趣旨を不
必要にぼかさないためによく知られたプロセスステップは詳細に記載されていない。
【００１２】
　図１は、本発明のある実施形態によるメディアプレーヤー１００の透視図である。「メ
ディアプレーヤー」という語は、ミュージックプレーヤー、ゲームプレーヤー、ビデオプ
レーヤー、ビデオレコーダ、カメラのような、オーディオ、ビデオまたは他の画像のよう
なメディアを処理する専用のコンピューティングデバイスを一般に指す。場合によっては
、メディアプレーヤーは単一の機能を含み（例えば、音楽を再生する専用のメディアプレ
ーヤー）、他の場合にはメディアプレーヤーは複数の機能を含む（例えば音楽を再生し、
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ビデオを表示し、画像を記憶するなど）。いずれの場合にもこれらデバイスは一般に携帯
可能であり、それによりユーザは、ユーザがどこに移動しても音楽を聴き、ゲームやビデ
オをプレイし、ビデオを録画し、または写真を撮ることができる。
【００１３】
　ある実施形態において、メディアプレーヤーは、ユーザのポケットに入れられるサイズ
のハンドヘルドデバイスである。ポケットサイズであることにより、ユーザは、デバイス
を直接に持ち運ぶ必要がなく、よってデバイスはユーザが移動する所ならどこへでも持っ
て行ける（例えば、ユーザは大きくてラップトップまたはノートブックコンピュータのよ
うに大きくかさばり、しばしば重いデバイスを持ち運ぶことに限定されない）。例えば、
メディアプレーヤーの場合、ユーザは、ジムで運動しながらデバイスを用いえる。カメラ
の場合、ユーザは山登りをしながらデバイスを用いえる。ゲームプレーヤーの場合、ユー
ザは車で移動しながらデバイスを用いえる。さらに、デバイスは、ユーザの手によって操
作されえ、机上のような他のレファレンス表面を必要としない。示される実施形態におい
て、メディアプレーヤー１００は、ユーザが大量の音楽（例えば場合によってはＣＤ品質
のソング４，０００曲にものぼる）を記憶できるポケットサイズのハンドヘルドデバイス
ＭＰ３ミュージックプレーヤーである。音楽を記憶し再生する主要目的のために用いられ
るが、ここで示されるＭＰ３ミュージックプレーヤーは、カレンダーおよび電話帳を記憶
し、ゲームを記憶しプレイし、写真を記憶するなどのような追加機能を含みえる。実際、
場合によっては、それは高度に可搬性に富む記憶デバイスとして振る舞いえる。
【００１４】
　例として、ＭＰ３ミュージックプレーヤーは、カリフォルニア州、クパチーノのApple 
Computerによって製造されるＩｐｏｄ ＭＰ３プレーヤーに対応する。ポケットサイズの
Ｉｐｏｄは約２．４インチの幅、約４インチの高さおよび約０．７２から約０．８４イン
チの範囲の奥行きを有する。
【００１５】
　図１に示されるように、メディアプレーヤー１００は、メディアプレーヤー１００のコ
ンピューティング操作を行うためにさまざまな電子要素（集積回路チップおよび他の回路
を含む）を内部に収納する筐体１０２を含む。加えて、筐体はメディアプレーヤーの形状
または形態を規定しえる。すなわち、筐体１０２の輪郭は、メディアプレーヤー１００の
外側の物理的な外観を具現しえる。筐体内に含まれる集積回路チップおよび他の回路は、
マイクロプロセッサ（例えばＣＰＵ）、メモリ（例えばＲＯＭ、ＲＡＭ）、電源（例えば
電池）、回路基板、ハードドライブ、他のメモリ（例えばフラッシュ）、および／または
さまざまな入力／出力（Ｉ／Ｏ）サポート回路を含みえる。またこれら電子要素は、マイ
ク、アンプおよびディジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）のような音楽または音を入力
または出力する要素を含みえる。またこれら電子要素は、画像センサ（例えば電荷結合素
子（ＣＣＤ）または相補型酸化膜半導体（ＣＭＯＳ））のような画像をキャプチャする要
素、または光学系（例えばレンズ、スプリッタ、フィルタ）を含みえる。またこれら電子
要素は、メディアを送受信する要素（例えばアンテナ、レシーバ、トランスミッタ、トラ
ンシーバなど）を含みえる。
【００１６】
　示される実施形態において、メディアプレーヤー１００はハードドライブを含み、それ
によってメディアプレーヤーに大量記憶容量を与える。例えば、２０ＧＢのハードドライ
ブは、４０００曲のソング、つまり２６６時間の音楽を記憶しえる。対照的に、フラッシ
ュ搭載のメディアプレーヤーは平均して、１２８ＭＢ、つまり約２時間の音楽まで記憶し
える。ハードドライブの容量は大きく変わりえる（例えば５、１０、２０ＭＢなど）。ハ
ードドライブに加えて、ここで示されるメディアプレーヤー１００は、再充電可能なリチ
ウムポリマー電池のような電池を含む。電池のこれらタイプは、約１０時間の連続再生時
間をメディアプレーヤーに提供することができる。
【００１７】
　メディアプレーヤー１００はまたユーザインタフェース１０３を含む。このユーザイン
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タフェース１０３は、メディアプレーヤー１００のユーザがメディアプレーヤー１００上
でアクションを開始し、メディアプレーヤーを用いることと関連付けられた出力（例えば
オーディオ、ビデオ、画像など）をユーザに提供することを可能にする。ユーザインタフ
ェース１０３は大きく変更されえる。例として、ユーザインタフェース１０３は、スイッ
チ、ボタン、キー、ダイヤル、トラックボール、ジョイスティック、タッチパッド、タッ
チスクリーン、ディスプレイ、マイク、スピーカ、カメラなどを含みえる。
【００１８】
　示される実施形態において、メディアプレーヤー１００は、ディスプレイスクリーン１
０４および関連する回路を含む。ディスプレイスクリーン１０４は、グラフィカルユーザ
インタフェースと共に他の情報（例えば、テキスト、オブジェクト、グラフィックス）を
ユーザに表示するのに用いられる。例として、ディスプレイスクリーン１０４は、液晶デ
ィスプレイ（ＬＣＤ）でありえる。ある具体的な実施形態において、ディスプレイスクリ
ーンは、１６０×１２８ピクセルの高解像度ディスプレイに対応し、白色ＬＥＤのバック
ライトを持ち、暗い条件はもちろん昼間でも明瞭な視野を与える。示されるように、ディ
スプレイスクリーン１０４は、メディアプレーヤー１００のユーザには筐体１０２の開口
部１０５を通して、開口部１０５の正面に配置される透明壁１０６を通して見られる。透
明ではあるが、透明壁１０６は、メディアプレーヤー１００の形状または形態を規定する
のに役立つので、筐体１０２の一部と考えられえる。
【００１９】
　ディスプレイスクリーン１０４に加えて、メディアプレーヤー１００はまた、タッチパ
ッド１１０を含む。このタッチパッドは、簡単なワンハンド操作を提供する、すなわちユ
ーザがメディアプレーヤーと１つ以上の指で対話できる直感的なインタフェースである。
タッチパッド１１０は、メディアプレーヤー１００に関連付けられるさまざまなアプリケ
ーションを制御する１つ以上の制御機能を提供するよう構成される。例えば、タッチで開
始される制御機能は、オブジェクトを移動したり、ディスプレイスクリーン１０４上でア
クションを実行したり、または選択をしたり、またはメディアプレーヤー１００を操作す
るコマンドを発したりするのに用いられえる。タッチで開始される制御機能を実現するた
めに、タッチパッド１１０は、タッチパッド１１０の表面を横切るように動く指から、タ
ッチパッド上で特定の位置を維持する指から、および／またはタッチパッドの特定の位置
上でタッピングする指から入力を受け取るよう構成されえる。タッチパッドは大きく変更
されえる。例えば、このタッチパッドは、デカルト座標系に基づく従来のタッチパッドで
ありえ、またはタッチパッドは、極座標系に基づくタッチパッドでありえる。さらに、タ
ッチパッド１１０は、相対および／または絶対モードで用いられえる。絶対モードにおい
て、タッチパッド１１０は、どこが触られているかの絶対座標を報告する。例えば、デカ
ルト座標系の場合ｘ，ｙであり、極座標系の場合（ｒ，θ）である。相対モードにおいて
、タッチパッド１１０は、変化の向きおよび／または距離を報告する。例えば、左／右、
上／下などである。
【００２０】
　タッチパッド１１０は、一般に、タッチパッド１１０上での操作のために指を受け入れ
るタッチ可能な外側表面１１１を有する。図１には示されないが、タッチ可能な外側表面
１１１の下には、センサ構造がある。このセンサ構造は、指がその上に置かれ、タッピン
グし、またはそれらの上を通るとアクティベートされる複数のセンサを含む。最も簡単な
場合、指がセンサ上に位置するたびに電気信号が作られる。与えられた時間フレーム内の
信号の数は、タッチパッド上での指の位置、方向、速度および加速度を示しえ、すなわち
、より信号が多ければ、ユーザがその指をより大きく動かしたことになる。たいていの場
合、信号は、信号の数、組み合わせ、および周波数を位置、方向、速度および加速度に変
換する電子インタフェースによってモニタされる。この情報はそれから、所望の制御機能
をディスプレイスクリーン１０４上で実行するためにメディアプレーヤー１００によって
用いられえる。
【００２１】



(11) JP 4406466 B2 2010.1.27

10

20

30

40

50

　ディスプレイスクリーン１０４およびタッチパッド１１０の筐体１０２に対する位置は
大きく変更されえる。例えば、これらは、メディアプレーヤー１００の操作のあいだにユ
ーザからアクセス可能な筐体１０２の任意の外部表面（例えば上部、側部、前面、または
背面）に配置されえる。たいていの場合、タッチパッド１１０のタッチセンシティブな表
面１１１は、ユーザに完全に露出されている。示される実施形態において、タッチパッド
１１０は、筐体１０２の下部、前面領域に配置される。さらに、タッチパッド１１０は、
筐体１０２の表面より奥にへこんで、面一で、またはそれより手前に出っ張りえる。示さ
れる実施形態において、タッチパッド１１０のタッチセンシティブ表面１１１は、実質的
に筐体１０２の外部表面と面一である。
【００２２】
　ディスプレイスクリーン１０４およびタッチパッド１１０の形状も大きく変更されえる
。例えば、これらは円形、四角形、三角形などでありえる。一般に、形状が作られたタッ
チパッドの外側周囲はタッチパッドの動作境界を規定する。示される実施形態において、
ディスプレイスクリーンは四角形であり、タッチパッド１１０は円形である。より具体的
には、タッチパッドは環状、すなわちリングのように形状が作られ、またはリングを形成
する。環状のとき、形状が作られたタッチパッドの内側および外側周囲は、タッチパッド
の動作境界を規定する。
【００２３】
　上記に加えて、メディアプレーヤー１００はまた、１つ以上のボタン１１２を含みえる
。このボタン１１２は、メディアプレーヤー１００を操作することに関連付けられた選択
を行うか、またはコマンドを出すかの１つ以上の専用の制御機能を提供するよう構成され
る。例として、ＭＰ３ミュージックプレーヤーの場合、ボタン機能は、メニューを開くこ
と、ソングを再生すること、ソングを早送りすること、メニュー内を探すことなどと関連
付けられえる。たいていの場合、ボタン機能は機械的クリックアクションを介して実現さ
れる。タッチパッド１１０に対するこのボタン１１２の位置は、大きく変更されえる。例
えば、これらは互いに隣接してもよく、離れていてもよい。示される実施形態において、
ボタン１１２は、タッチパッド１１０の内側および外側周囲を囲むように構成される。こ
のように、ボタン１１２は、タッチパッド１１０の外側境界を規定する、触ることのでき
る表面を提供しえる。示されるように、この外側周囲およびタッチパッド１１０の中心ま
たは中央に配置される一つのボタン１１２Ｂを囲む４つのボタン１１２Ａが存在する。例
として、複数のボタン１１２は、メニューボタン、再生／停止ボタン、順方向シークボタ
ンおよび逆方向シークボタンなどを含みえる。
【００２４】
　さらに、メディアプレーヤー１００はまたホールドスイッチ１１４を含みえる。ホール
ドスイッチ１１４は、タッチパッドおよび／またはボタンをアクティベートまたはディア
クティベートするよう構成される。これは一般に、例えば、メディアプレーヤーがユーザ
のポケットの中にしまわれるようなときに、タッチパッドおよび／またはボタンによる不
要なコマンドを防ぐためになされる。ディアクティベートされているとき、ボタンおよび
／またはタッチパッドからの信号は、送られないか、またはメディアプレーヤーによって
無視される。アクティベートされるとき、ボタンおよび／またはタッチパッドからの信号
は送られ、よってメディアプレーヤーにより受け取られ処理される。
【００２５】
　メディアプレーヤー１００はまた、メディアプレーヤーへの、およびメディアプレーヤ
ーからのデータを受信および送信する１つ以上のコネクタを含みえる。例として、メディ
アプレーヤーは、１つ以上のオーディオジャック、ビデオジャック、データポートなどを
含みえる。メディアプレーヤー１００はまた、メディアプレーヤー１００に、およびメデ
ィアプレーヤー１００から電力を受け取り、かつ送る１つ以上のコネクタを含みえる。
【００２６】
　示される実施形態において、メディアプレーヤーは、ヘッドホンジャック１１６および
データポート１１８を含む。ヘッドホンジャック１１６は、メディアデバイス１００によ
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って出力されている音を聴くためのヘッドホン／スピーカに関連付けられるヘッドホンま
たはスピーカプラグを受け入れることができる。データポート１１８は一方、汎用のコン
ピュータ（例えばデスクトップコンピュータ、ポータブルコンピュータ）のようなホスト
デバイスへ、かつそれからデータを送信および受信するよう構成されるデータプラグ／ケ
ーブルアセンブリを受け入れることができる。例として、データポート１１８は、メディ
アデバイス１００へ、かつそれからオーディオ、ビデオおよび他の画像をアップロードま
たはダウンロードするのに用いられえる。例えば、データポートは、ソングおよびプレイ
リスト、オーディオブック、電子ブック、写真などをメディアプレーヤーの記憶メカニズ
ム内にダウンロードするのに用いられえる。
【００２７】
　データポート１１８は大きく変更されえる。例えば、データポートはＰＳ／２ポート、
シリアルポート、パラレルポート、ネットワークインタフェースポート、ＵＳＢポート、
ファイヤワイヤポートおよび／またはその他でありえる。場合によっては、データポート
１１８は、ケーブルの必要をなくすためにラジオ周波数（ＲＦ）リンクまたは光学赤外（
ＩＲ）リンクのようなワイヤレスリンクでありえる。図１には示されないが、メディアプ
レーヤー１００はまた、メディアプレーヤー１００に電源を供給するよう構成される電源
プラグ／ケーブルアセンブリを受け入れる電源ポートを含みえる。場合によっては、デー
タポート１１８は、データおよび電源ポートの両方として機能しえる。
【００２８】
　一つのデータポートしか提供されていないが、これは限定ではなく、複数のデータポー
トがメディアプレーヤーに組み込まれえることに注意されたい。同様に、データポートは
、複数のデータ機能を含みえ、すなわち複数のデータポートの機能を単一のデータポート
に統合しえる。さらに、筐体上でのホールドスイッチ、ヘッドホンジャックおよびデータ
ポートの位置は大きく変更されえる。すなわち、これらは図１に示される位置に限定され
ない。それらは筐体上ならほとんどどこにでも（例えば、前面、背面、側面、上部、下部
）配置されえる。例えば、データポートは、示されるような下部ではなく、筐体の上部、
側面、背面、前面表面上に配置されえる。データポートを下部表面に有することは、他の
デバイスに接続するとき、なんらかの利点を与えることに注意されたい。
【００２９】
　図２は、本発明のある実施形態によるメディアプレーヤーシステム１５０の概略図であ
る。このメディアプレーヤーシステムは、メディアプレーヤー１５２およびメディアリン
ク１５６を介して接続される１つ以上のメディアデバイス１５４を備える。上述のように
、「メディアプレーヤー」という語は一般に、例えばミュージックプレーヤー、ゲームプ
レーヤー、ビデオプレーヤー、ビデオレコーダ、カメラなどのように、オーディオ、ビデ
オまたは他の画像のようなメディアを処理するための専用のコンピューティングデバイス
を指す。例として、メディアプレーヤー１５２は、図１に示されるメディアプレーヤー１
００に対応する。メディアデバイス１５４は、これがオーディオ、ビデオまたは他の画像
のようなメディアを処理する点でメディアプレーヤー１５２と同様である。メディアデバ
イスは大きく変更されえる。例として、メディアデバイスは、他のメディアプレーヤー、
デスクトップコンピュータ、ノートブックコンピュータ、携帯情報端末、ビデオまたは画
像装置（例えばカメラ、モニタ）、オーディオ装置（家庭用ステレオ、カーステレオ、大
型携帯ステレオ）、家庭用無線（例えばトランシーバー）、周辺機器（例えばキーボード
、マウス、ディスプレイ、プリンタ、スキャナ）、パーソナルメディアデバイス（以下で
詳述される）などに対応しえる。
【００３０】
　メディアデバイス１５４およびメディアプレーヤー１５２は、互いにメディアリンク１
５６を通して通信するよう構成される。通信を行うプロトコルは大きく変更されえる。例
として、通信プロトコルは、マスタ／スレーブ通信プロトコル、サーバ／クライアント通
信プロトコル、ピア／ピア通信プロトコルなどでありえる。マスタ／スレーブ通信プロト
コルを用いると、デバイス群のうちの１つがマスタであり、他がスレーブである。マスタ
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がスレーブを制御する。クライアント／サーバ通信プロトコルを用いると、サーバプログ
ラムはクライアントプログラムからのリクエストに応答する。サーバプログラムはメディ
アプレーヤーまたはメディアデバイス上で動作しえる。ピア・ツー・ピア通信プロトコル
を用いると、２つのデバイスのうちのいずれかが通信セッションを開始しえる。
【００３１】
　メディアリンク１５６は有線および／または無線でありえる。例えば、メディアリンク
１５６は、コネクタおよびポートを通してなされえ、または受信機、送信機および／また
は送受信機を通してなされえる。メディアリンクはまた一方向または双方向でありえる。
例えば、一方向の場合、メディアプレーヤーはメディアデバイスに信号を送信するよう構
成されえるが、メディアデバイスから情報を受け取るようには構成されず（またはその逆
）、または双方向の場合、メディアプレーヤーおよびメディアデバイスの両方が信号をそ
れらの間で送受信することが可能でありえる。信号はデータ（アナログ、ディジタル）、
電源（ＡＣ、ＤＣ）などでありえる。たいていの場合、データは、例えばオーディオ、ビ
デオ、画像のようなメディアプレーヤーと関連付けられたデータに対応する。
【００３２】
　メディアプレーヤー１５２およびメディアデバイス１５４は、メディアターミナル１５
８Ａおよび１５８Ｂをそれぞれ含む。メディアターミナル１５８は、メディアプレーヤー
１５２およびメディアデバイス１５４の間の直接的接続を提供しえ（例えばメディアデバ
イスと一体化して形成される）、またはそれはメディアプレーヤー１５２およびメディア
デバイス１５４の間の間接的な接続を提供しえる（例えばスタンドアローンデバイス）。
メディアターミナル１５８は、メディアリンク１５６を１つ以上の接続インタフェースを
通して提供する。そのため、メディアプレーヤー１５２はメディアデバイス１５４にサー
ビスを提供し、および／またはメディアデバイス１５４はメディアプレーヤー１５２にサ
ービスを提供しえる。メディアターミナル１５８に関連付けられる接続インタフェースは
、有線または無線接続インタフェースでありえる。
【００３３】
　有線接続において、メディアターミナル１５８は、物理的に接続し、それによってメデ
ィアプレーヤー１５２をメディアデバイス１５４に動作可能に結合するよう構成されえる
。例えば、メディアプレーヤー１５２およびメディアデバイス１５４は、コネクタおよび
ポートでできた嵌め合い接続を含みえる。例として、接続インタフェースは、以下のイン
タフェースのうち１つ以上を含みえる。すなわち、それらはＰＳ／２、シリアル、パラレ
ル、ネットワーク（例えばイーサネット（登録商標））、ＵＳＢ、ファイヤワイヤおよび
／またはその他である。接続インタフェースはまた、１つ以上のリモート、オーディオ（
ディジタルまたはアナログ）、ビデオ（ディジタルまたはアナログ）、および／または充
電インタフェースを含みえる。ある実施形態において、メディアターミナル１５８Ｂは、
メディアプレーヤー１５２がメディアデバイス１５４と接続することを可能にするドッキ
ングステーションの一部である。ドッキングステーションは、メディアデバイス１５４と
一体化して形成されることによって、メディアプレーヤー１５２と直接接続を提供しえ、
またはそれは、メディアプレーヤー１５４およびメディアデバイス１５２間で間接接続を
提供するスタンドアローンデバイスでありえる。
【００３４】
　無線接続において、メディアターミナル１５８は物理的には接続されない。例えば、メ
ディアプレーヤー１５２およびメディアデバイス１５４は、それらの間の無線通信のため
の受信機および送信機を含みえる。例として、接続インタフェースは、１つ以上の以下の
インタフェースを含みえる。すなわち、ＦＭ、ＲＦ、ブルートゥース、８０２．１１、Ｕ
ＷＢ（ウルトラワイドバンド）、ＩＲ、磁気リンク（誘導）および／またはその他である
。
【００３５】
　簡単には、ＦＭ（周波数変調）は、波の瞬時周波数を変えることによって、データを交
番電流（ＡＣ）波に載せる方法である。この手法は、アナログまたはディジタルデータで



(14) JP 4406466 B2 2010.1.27

10

20

30

40

50

用いられえる。ＲＦは一般に、もしその電流がアンテナに入力されると、無線放送および
／または通信に適する電磁界が発生されるような特性を有する交番電流ＡＣを指す。ＲＦ
に関連する周波数は、例えば約９ｋＨｚから数千ＧＨｚまでのような広い範囲の電磁放射
スペクトルをカバーする。ブルートゥースは一般に、どのように携帯電話、コンピュータ
および携帯情報端末が短距離無線接続を用いて互いに容易に相互接続できるかを記述する
コンピューティングおよび通信業界標準を指す。８０２．１１は一般に、電気電子技術者
協会（ＩＥＥＥ）のワーキンググループによって開発された無線ローカルエリアネットワ
ーク（ＷＬＡＮ）のための一連の仕様書を指す。ＵＷＢは、大量のディジタルデータを短
い距離だけ非常に小さい電力で広い周波数帯のスペクトルにわたって送信する無線技術を
指す。ＩＲは一般に、データを赤外放射を通して伝達する無線技術を指す。
【００３６】
　図３および４は、それぞれ本発明のいくつかの実施形態によるドッキングステーション
１７０および１７２の概略図である。このドッキングステーション１７０および１７２は
、メディアプレーヤー１７４が、ふつうはメディアプレーヤー１７４と共に携帯されない
他のメディアデバイス（不図示）と通信することを可能にする接続インタフェース群のセ
ットを含むハードウェア要素である。すなわち、ドッキングステーション１７０および１
７２は、これがなければメディアプレーヤー１７４および／または他のメディアデバイス
を通して達成されないであろう追加の機能を利用可能にする。ドッキングステーション１
７０および１７２は、メディアデバイス内に組み込まれえ（例えば配線で結線され）、ま
たはこれらはメディアデバイスに別個の接続（例えばコード）を通して接続されるスタン
ドアローンのデバイスでありえる。例として、メディアプレーヤー１７４は一般に、図１
に示されるメディアプレーヤーに対応しえる。
【００３７】
　示されるように、ドッキングステーションのそれぞれは筐体１７８を含む。この筐体１
７８は、メディアデバイスとの直接または間接接続のためにメディアプレーヤー１７４を
受け入れることができるメディアベイ１８０で構成される。メディアベイ１８０は、筐体
１７８の表面１８４内のメディアベイ開口部１８２を含む。メディアベイ開口部１８２は
、物理的にメディアプレーヤー１７４を受け入れるように構成される。換言すれば、メデ
ィアプレーヤー１７４は、メディアベイ開口部１８２内に挿入されえる。いったんメディ
アプレーヤー１７４がメディアベイ開口部１８２内に挿入されると（図３Ｂおよび４Ｂに
示されるように）、ドッキングステーション１７０および１７２に動作可能に結合された
メディアデバイスによって提供される機能は、メディアプレーヤー１７４による使用のた
めに利用可能になる。加えて、または代替として、メディアプレーヤー１７４によって提
供される機能は、ドッキングステーション１７０および１７２に動作可能に結合されたメ
ディアデバイスによる使用のために利用可能になる。たいていの場合、メディアプレーヤ
ー１７４のコネクタ１８６は、メディアプレーヤー１７４が挿入された位置に置かれると
き、対応するコネクタ１８８にメディアベイ１８０内で結合する。メディアプレーヤー１
８０は、ドッキングステーション１７０および１７２にメディアベイ１８０を通して結合
されるとき、本質的に固定位置のデバイスになる（ドッキングステーションが他の携帯デ
バイスの中にたまたまあるような場合を除いて）。メディアプレーヤー１７４が取り出さ
れるとき、メディアプレーヤーは再び携帯可能になる。理解されるように、ドッキングス
テーション１７２および１７４は、ユーザが、より小さいデバイスの可搬性と共に同時に
拡張可能性を享受することを可能にする。
【００３８】
　ドッキングステーション１７０および１７２のメディアベイ１８０は大きく変更されえ
る。たいていの場合、メディアベイ開口部１８２は、メディアプレーヤー１７４を受け入
れるような寸法にされる。すなわち、メディアベイ開口部１８２の内側周辺表面は、メデ
ィアプレーヤー１７４の外側周辺表面を受け入れるように大きさが設定される（ある程度
の公差を許して）。図３において、メディアベイ１８０は、メディアプレーヤー１７４の
背面を受け入れるよう構成され、図４において、メディアベイ１８０は、メディアプレー
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ヤー１７４の底部を受け入れるよう構成される。いずれの場合も、メディアプレーヤー１
７４上のコネクタ１８６は、メディアプレーヤー１７４がメディアベイ１８０に挿入され
るとき、ドッキングステーション１７０および１７２上のコネクタ１８８と接続するよう
構成される。挿入されたメディアプレーヤー１７４の筐体１７８に対する位置は、大きく
変更されえる。例えば、メディアベイ１８０は、図３に示されるようにメディアプレーヤ
ー１７４を完全に受け入れるよう構成されえ、またはそれは図４に示されるようにメディ
アプレーヤー１７４の一部だけを受け入れるように構成されえる。
【００３９】
　挿入されたメディアプレーヤー１７４は典型的には、それがメディアベイ１８０から取
り外されるまでメディアベイ１８０内に保持される（例えば、滑り出さない）。例えば、
スナップ、バネ入りラッチまたは磁石のような保持メカニズムがメディアプレーヤー１７
４をメディアベイ開口部１８２内に保持するために用いられえる。メディアプレーヤー１
７４はまた、係合コネクタ１８６／１８８の力によって、またはそれ自身の重量（例えば
重力）のために開口部１８２内に保持されえる。メディアプレーヤー１７４をメディアベ
イ１８０からリリースするために（例えば任意の保持力を克服するために）イジェクトメ
カニズムが追加で用いられえる。場合によっては（図３に示されるように）、メディアプ
レーヤー１７４のユーザインタフェース１７５は、メディアベイ１８０内に挿入されてい
るあいだ、それがユーザにアクセス可能であるように完全にユーザに露出している。これ
らのような場合、ユーザインタフェース１７５（例えばメディアプレーヤーの前部表面）
は、筐体１７８の外部表面より奥にへこんで、面一で、またはそれより手前に出っ張りえ
る。図３の示される実施形態において、メディアプレーヤー１７４の前部表面１９０は、
筐体１７８の外部表面１８４と実質的に面一である。
【００４０】
　図５は、本発明のある実施形態によるメディアプレーヤー／ドッキングステーションシ
ステム２００のブロック図である。システム２００は一般に、メディアプレーヤー２０２
およびドッキングステーション２０４を含む。例として、メディアプレーヤーおよびドッ
キングステーションは、図３および４に示されるメディアプレーヤーおよびドッキングス
テーションに対応しえる。示されるように、メディアプレーヤー２０２は、命令を実行し
、メディアプレーヤー２０２に関連する操作を実行するよう構成されるプロセッサ２０６
（例えばＣＰＵまたはマイクロプロセッサ）を含む。例えば、メモリから例えば取り出さ
れた命令を用いて、プロセッサ２０６は、メディアプレーヤー２０２の要素間での入力お
よび出力データの受け取りおよび操作を制御する。たいていの場合、プロセッサ２０６は
、命令をオペレーティングシステムまたは他のソフトウェアの制御下で実行する。プロセ
ッサ２０６は、シングルチッププロセッサでありえ、または複数の要素で実現されえる。
【００４１】
　たいていの場合、プロセッサ２０６は、オペレーティングシステムと共に、コンピュー
タコードを実行しデータを作り利用するよう動作する。コンピュータコードおよびデータ
は、動作可能にプロセッサ２０６に結合されたプログラム記憶ブロック２０８に常駐しえ
る。プログラム記憶ブロック２０８は一般に、システム２００によって用いられているデ
ータを保持する場所を提供する。例として、プログラム記憶ブロック２８０は、読み出し
専用メモリ（ＲＯＭ）、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、ハードディスクドライブ、
フラッシュメモリおよび／またはその他を含みえる。一般によく知られるように、ＲＡＭ
は、入力記憶領域として、かつスクラッチパッドメモリとしてプロセッサによって用いら
れ、入力データおよび処理されたデータを記憶するためにも用いられえる。ＲＯＭは、他
のデータと共にプロセッサによって従われる命令またはプログラムコードを記憶するため
に用いられえる。ハードディスクドライブは、さまざまなタイプのデータを記憶するのに
用いられえ、大量の記憶されたデータへの速いアクセスを可能にしえる。コンピュータコ
ードおよびデータは、取り外し可能なプログラム媒体上に常駐しえ、必要なときにコンピ
ュータシステム上にロードまたはインストールされえる。
【００４２】
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　ある実施形態において、プログラム記憶ブロック２０８は、メディアプレーヤー２０２
内でオーディオの配信を制御するオーディオプログラムを記憶するよう構成される。この
オーディオプログラムは、記憶ブロック２０８に記憶されたソングに関連付けられるソン
グリストを含みえる。これらソングは、プロセッサ２０６に動作可能に結合されたユーザ
インタフェース２１０を通してアクセスされえる。ユーザインタフェース２１０は、ソン
グリスト（ＧＵＩインタフェースの一部として）を視覚的に表示するディスプレイ、およ
び再生またはレビューされるべきソングを選択し、および／またはソングリストをカスタ
マイズするためのタッチパッドまたはボタンを含みえ、すなわち、ユーザはリストを速く
簡単にレビューして、それに変更または選択を行いえる。
【００４３】
　メディアプレーヤーはまた、プロセッサ２０６に動作可能に結合された入力／出力（Ｉ
／Ｏ）コントローラ２１２を含む。このＩ／Ｏコントローラ２１２は、プロセッサ２０６
に統合されえ、または示されるようにそれは別個の要素でありえる。Ｉ／Ｏコントローラ
２１２は、メディアプレーヤー２０２に結合されえる１つ以上のメディアデバイス２１４
との対話を制御するよう一般に構成される。Ｉ／Ｏコントローラ２１２は一般に、メディ
アプレーヤー２０２と通信したいメディアプレーヤー２０２およびメディアデバイス２１
４の間でデータを交換することによって動作する。場合によっては、メディアデバイス２
１４は、Ｉ／Ｏコントローラ２１２に有線の接続を通して接続されえ、他の場合には、メ
ディアデバイス２１４はＩ／Ｏコントローラ２１２に無線接続を通して接続されえる。示
される実施形態において、メディアデバイス２１４は、Ｉ／Ｏコントローラ２１２に有線
接続を通して接続されることができる。
【００４４】
　メディアプレーヤー２０２はまた、ドッキングステーション２０４内に配置された対応
するコネクタ２１８に接続することができるコネクタ２１６を含む。ドッキングステーシ
ョン２０４は、メディアデバイス２１４に転送回路２２０を通して動作可能に結合される
。転送回路２２０は、メディアデバイス２１４へ直接または間接のリンクを提供しえる。
例えば、転送回路２２０は、例えばドッキングステーション２０４がメディアデバイス２
１４と統合されているときのようにメディアデバイス２１４に配線で結線されてもよく、
またはそれは一時的にメディアデバイス２１４にプラグで差し込まれるコードを通して受
動的に配線されてもよい。
【００４５】
　メディアプレーヤー２０２およびドッキングステーション２０４を接続するのに用いら
れるコネクタ構成２１６／２１８は、大きく変更されえる。しかし示される実施形態にお
いては、コネクタ構成２１６／２１８は、電源およびデータ接点の両方を含む。メディア
プレーヤー２０２の電源接点２２２は、メディアプレーヤー２０２の電池２２４に動作可
能に結合され、メディアプレーヤー２０２のデータ接点２２６はＩ／Ｏコントローラ２１
２に動作可能に結合される。理解されるように、コネクタ２１６の電源接点２２２Ａは、
動作または充電電源をメディアプレーヤー２０２に提供するようコネクタ２１８の電源接
点２２２Ｂに係合するよう構成され、コネクタ２１６のデータ接点２２６Ａは、メディア
プレーヤー２０２へのおよびそれからのデータ送信を行うようコネクタ２１８のデータ接
点２２６Ｂに係合するよう構成される。データ接点は大きく変更されえる。例えば、それ
らは、ファイヤワイヤ、ＵＳＢ、ＵＳＢ２．０、イーサネット（登録商標）などを含む１
つ以上のデータ送信機能を提供するよう構成されえる。このコネクタはまた、例えばリモ
ートコントロール、ビデオ（入力／出力）、オーディオ（入力／出力）、アナログＴＶな
どのような他のタイプのデータを送信するさまざまな他の接点２３０を含みえる。
【００４６】
　図６Ａおよび６Ｂは、本発明のある実施形態によるコネクタアセンブリピン構成２３５
の概略図である。示されるように、構成２３５は、第１コネクタ２３６および第２コネク
タ２３８を含む。コネクタ２３６および２３８は、メディアプレーヤー、ドッキングステ
ーションの中、コードまたはケーブルの末端において、および／またはその他に配置され
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える。例として、コネクタ２３６および２３８は、図５のコネクタ２１６／２１８に一般
に対応しえる。第１および第２コネクタ２３６および２３８はそれぞれ筐体２４０および
２４２および係合するときにコネクタ２３６および２３８を共に動作可能に結合する複数
の対応する接点２４４および２４６を含む。この筐体は、プラスチックのような絶縁材料
から一般に形成され、接点は、銅合金のような電気的伝導性の材料から形成される。示さ
れる実施形態において、接点２４４は、筐体２４２内に奥まっている対応する接点２４６
に挿入されるよう筐体２４０から突出する（例えばオスメス接続）。場合によっては、接
点２４４は、接点同士が固定されるよう接点２４６にぴったり嵌るように構成される。加
えてまたは代替として、コネクタ２３６および２３８は、コネクタ同士をロックするロッ
ク機構を含みえる。例えば、コネクタのうちの１つは、他のコネクタ一部に係合し、それ
から解放するラッチを含みえる。接点の構成は大きく変更されえる（例えば間隔、ロウお
よびカラムの個数など）。示される実施形態において、接点は単一のロウにおいて間隔が
置かれている。コネクタは、さまざまな技術を用いて製造されえる。例として、コネクタ
は日本のＪＡＥによって用いられるもののような技術を用いて製造されえる。
【００４７】
　接点によって運ばれる信号は大きく変更されえる。例えば、接点の一部は、ファイヤワ
イヤ信号の専用であってもよく、一方、他の部分はＵＳＢ信号の専用であってもよい。接
点は、グラウンド、充電、電源、プロトコル、アクセサリ識別、オーディオ、ライン入力
、ライン出力などのために用いられえる。追加の接点が、コネクタの筐体をグラウンドす
るために用いられえる。接点の個数も大きく変更されえる。この個数は一般に、コネクタ
を用いるデバイスをサポートするのに必要とされる信号に依存する。ある実施形態におい
て、接点のいくつかはファイヤワイヤをサポートするのに用いられ、一方、他の接点はＵ
ＳＢをサポートするのに用いられる。この実施形態において、接点の最小個数は、これら
デバイスをサポートするのに必要とされる数に対応する。しかしたいていの場合、接点の
個数は、この数よりも大きくなる傾向にある（他の信号が必要とされる）。示される実施
形態において、コネクタのそれぞれは、ファイヤワイヤ接点、ＵＳＢ接点、グラウンド接
点、電源接点、予備接点などを含む少なくとも３０個の接点を含む。用いられえるピンカ
ウントの例が図６Ｃに見られる。このピンカウントが示されるが、これは限定ではなく、
ここで記載された機能の任意の構成が用いられえることに注意されたい。
【００４８】
　図７Ａ～Ｅは、本発明のある実施形態によるドッキングステーション２５０の概略図で
ある。スタンドアローンドッキングステーション２５０は、メディアプレーヤー２５２が
他のメディアデバイス（不図示）と通信することを可能にする。スタンドアローンとは、
物理的にメディアデバイスから分離されているが、動作可能に接続可能である（それに統
合されているのではなく）ことを意味する。示されるように、ドッキングステーション２
５０は、内部にさまざまな電気および構造要素を囲み、ドッキングステーション２５０の
形状または形態を規定する筐体２５４を含む。筐体の形状は大きく変更されえる。例えば
、長方形、円形、三角形、立方体などでありえる。示される実施形態において、筐体２５
４は長方形の形状を有する。筐体２５４は、１つ以上の筐体要素によって形成されえる。
例えば示されるように、筐体２５４は、上部部材２５６および基部部材２５８から構成さ
れえる。部材２５６および２５８が接続される手法は大きく変更されえる（例えばネジ、
ボルト、スナップ、ラッチなど）。
【００４９】
　図７Ａ、７Ｂおよび７Ｅに示されるように筐体の上部表面２６０内に、メディアプレー
ヤー２５２の底部２６４を物理的に受け入れるメディアベイ開口部２６２が設けられてい
る。示されるように、メディアベイ開口部２６２は、メディアプレーヤー２５２の形状と
一致する形状を有し、すなわち、メディアプレーヤー２５２の底部２６４は、メディアベ
イ開口部２６２内に挿入されえる。開口部２６２の深さは、メディアプレーヤー２５２の
ユーザインタフェースがユーザに露出されるよう維持するために一般に構成される。開口
部２６２は、垂直にまたは傾斜されえる。図７Ｅに示されるように、開口部２６２は、メ



(18) JP 4406466 B2 2010.1.27

10

20

30

40

50

ディアプレーヤー２５２がドッキングステーション２５０内で傾斜された位置に留まるよ
うに傾斜される。理解されるように、傾斜されたメディアプレーヤー２５２は、使用しや
すい（例えばより人間工学的に優れている）。この傾斜は大きく変更されえる。例えば、
この傾斜はメディアプレーヤー２５２を約５から約２５度傾け、より具体的には約１５度
傾けえる。
【００５０】
　開口部２６２の中には、メディアプレーヤー２５２の底部表面上に配置された対応する
コネクタに係合する第１コネクタ２６６が設けられている。第１コネクタ２６６は、メデ
ィアプレーヤーコネクタがそれに係合しえるように典型的には筐体２５４を通して露出さ
れる。例として、コネクタ構成は、図６に示されるコネクタ構成に対応しえる。示される
実施形態において、メディアプレーヤーコネクタはメス型ポートであり、ドッキングステ
ーション２６６はオス型プラグである。このプラグは一般に、ポート内できっちり嵌るよ
うな寸法であり、それによりメディアプレーヤー２５２およびドッキングステーション２
５０間の接続を確実にする（例えばコネクタ以外にインターロックはない）。第１コネク
タ２６６は一般に、開口部２６２と同様の角度に傾斜され、それによりメディアプレーヤ
ー２５２が開口部２６２内に滑り込ませられるとき、第１コネクタおよびメディアプレー
ヤーコネクタ間で係合がなされる。理解されるように、開口部２６２の側部は、コネクタ
群を正しい係合位置に置くためのガイドとして機能する。
【００５１】
　第１コネクタ２６６は、１つ以上の第２コネクタに動作可能に結合されえ、これらのそ
れぞれは、メディアデバイス、電源プラグなどのような何らかの外部デバイスに接続する
よう用いられえる。場合によっては、第１コネクタ２６６を通して渡される情報は、単一
の第２コネクタに向けられ、一方、他の場合にはこの情報は、複数の第２コネクタに分割
される。例えば、単一のコネクタ２６６の接点は、１つ以上のデータライン、電源ライン
、オーディオラインなどのような異なるコネクタ群に分割されえる。第２コネクタは、第
１コネクタと同様であってもよく、またはそれらは異なってもよい。さらに、複数の第２
コネクタは同様であってもよく、またはそれらは互いに異なってもよい。第２コネクタは
また筐体を通して露出される。場合によっては、第２コネクタはドッキングステーション
２５０に間接的に結合される。例えば、それらはドッキングステーション２５０に取り付
けられたコードまたはケーブルを通してドッキングステーション２５０に結合されえる。
このコードの一端はドッキングステーション２５０に結合され、一方、第２コネクタを含
む他端は、外部デバイスに係合されるよう自由である。他の場合には、第２コネクタは、
ドッキングステーション２５０に直接に結合される。例えば、それらはコードまたはケー
ブルを用いることなくドッキングステーション２５０の一部に取り付けられえる。これら
のような場合、第２コネクタは、外部デバイスに直接係合されるよう自由であり、または
それらは取り外し可能なコードまたはケーブルを通して結合されえる。代替として、また
は加えて、このコードそれ自身が情報を分割するために用いられえ、すなわちＹコードま
たはケーブルでありえる。
【００５２】
　ドッキングステーション２５０の内部要素は、図７Ｃに最もよく見られる。図７Ｃは、
筐体２５４の上部部材２５６が取り外された状態でドッキングステーション２５０を示す
。示されるように、内部要素は、少なくとも第１コネクタ２６６および第２コネクタ２６
８を含む（これら両方は図６に示されるコネクタ構成に対応しえる）。内部要素は、オー
ディオ出力コネクタ２７０も含みえる。コネクタ２６６～２７０は可撓性ケーブル２７２
を介して接続される。コネクタ２６６～２７０は、筐体２５４の基部部材２５８に取り付
けられる１つ以上のプリント回路基板２７４上に配置される。第１コネクタ２６６は、そ
れを筐体２５４の開口部２６２内に置く位置に配置される（図７Ｂに示されるように）。
第２コネクタ２６８およびオーディオ出力コネクタ２７０は、そこからの外部接続のため
に筐体２５４の背面における開口部２７６内にそれらを置く位置に配置される（図７Ｄに
示されるように）。筐体２５４内には、そこに挿入されたときドッキングステーション２



(19) JP 4406466 B2 2010.1.27

10

20

30

40

50

５０がメディアプレーヤー２５２を支持することを可能にするバラスト２７８も含まれる
。遮蔽をするためにＥＭＩシールドも可撓性ケーブル２７２上には設けられえる。
【００５３】
　図８は、本発明のある実施形態による使用中の図７のドッキングステーション２５０を
示す図である。示されるように、ドッキングステーション２５０は、メディアデバイス２
８０にケーブル２８２を通して動作可能に結合され、すなわち、ケーブル２８２の第１端
はドッキングステーション２５０の第２コネクタ２６８に係合され、ケーブル２８２の第
２端はメディアデバイス２８０上に配置されるコネクタと係合される。さらに、メディア
プレーヤー２５２は、ドッキングステーション２５０に上述のコネクタ構成を介して動作
可能に結合され、すなわち、メディアプレーヤー２５２は、コネクタ群が係合されるよう
にドッキングステーション２５０のメディアベイ開口部２６２内に置かれる。これら接続
を通して、メディアプレーヤー２５２は、メディアデバイス２８０と通信しえ、すなわち
、データおよび／または電源はそれらの間で受け渡しされえる。示される実施形態におい
て、メディアプレーヤー２５２は、ミュージックプレーヤーであり、メディアデバイス２
８０はデスクトップコンピュータである。よってユーザは、例えばミュージックプレーヤ
ー２５２上のユーザインタフェースを用いて、ミュージックプレーヤー２５２およびデス
クトップコンピュータ２８０間でドッキングステーション２５０を介してソングをアップ
ロードおよびダウンロードしえる。アップロードおよびダウンロードが完了されると、ユ
ーザは、単にミュージックプレーヤー２５２をドッキングステーション２５０から取り外
して、出かければよい。
【００５４】
　図９Ａ～９Ｃは、それぞれケーブルアダプタ３００、３０２および３０４の概略図であ
り、これらは本発明のいくつかの実施形態によって図７のドッキングステーション２５０
と共に用いられえる。これら３つの図全てにおいて、ケーブルアダプタ３００、３０２お
よび３０４は、ドッキングステーションコネクタ３０６を含む。ドッキングステーション
コネクタ３０６は、ドッキングステーション２５０の第２コネクタ２６８によって受け入
れられるように構成される。この接続構成は大きく変更されえるが、示される実施形態に
おいては、この接続構成は図６に示される接続構成に対応する。
【００５５】
　図９Ａに示されるように、ケーブルアダプタ３００はケーブル３０８を含む。ドッキン
グステーション３０６は、ケーブル３０８の一端に配置され、メディアデバイスコネクタ
３１０はケーブル３０８の他端に配置される。メディアデバイスコネクタ３１０は大きく
変更されえる。例えば、それは電源コネクタ、ファイヤワイヤコネクタ、ＵＳＢコネクタ
などに対応しえる。それはまた、ドッキングステーションコネクタと同様のコネクタに対
応しえる。示される実施形態において、メディアデバイスコネクタ３１０はファイヤワイ
ヤコネクタである。図６Ｃのピンカウントを用いるドッキングステーションコネクタ３０
６および６ピンファイヤワイヤを用いるメディアデバイスコネクタ３１０を含むケーブル
アダプタ３００の例は、図９Ｄに示される。
【００５６】
　図９Ｂを参照して、ケーブルアダプタ３０２は、ケーブル３１２および３１４のペアを
含む。ドッキングステーション３０６は、ケーブル３１２および３１４の一端において設
けられ、複数のメディアデバイスコネクタ３１６は、ケーブル３１２および３１４の他端
において設けられる。メディアデバイスコネクタ３１２および３１４のそれぞれは大きく
変更されえる。例えば、これらは電源コネクタ、ファイヤワイヤコネクタ、ＵＳＢコネク
タなどに対応しえる。示される実施形態において、第１メディアデバイスコネクタ３１６
Ａは電源コネクタであり、第２メディアデバイスコネクタ３１６ＢはＵＳＢコネクタであ
る。
【００５７】
　図９Ｃに示されるように、ケーブルアダプタ３０４は、カーステレオで用いられるよう
構成される。ケーブルアダプタはケーブル３１８を含む。ドッキングステーション３０６
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は、ケーブル３１８の一端において設けられ、メディアデバイスコネクタ３２０は、ケー
ブル３１８の他端において設けられる。この具体的な実施形態において、メディアデバイ
スコネクタ３２０は、カーステレオのカセットデッキに挿入するためのカセットの形をと
る。ケーブルアダプタ３０４はまた、カー電源ジャック（例えばシガレットライター）に
挿入するよう構成された電源アダプタプラグ３２２を含む。電源アダプタプラグ３２２は
、ドッキングステーションコネクタ３０６から延びている。ケーブルアダプタ３０４を使
うために、ユーザは、電源アダプタプラグ３２２を電源ジャックに入れ（これはドッキン
グステーションを支持し、それと同時にそれを通してメディアプレーヤーに電源供給また
は充電する電力を供給する）、メディアデバイスコネクタ３２０をカーステレオのカセッ
トデッキに入れるだけでよい。ユーザはそれから、メディアプレーヤーのユーザインタフ
ェースを用いてカーステレオを通して再生されるべきソングを選択しえる。
【００５８】
　ケーブルアダプタはドッキングステーションの別個の要素として示されるが、実施形態
によっては、それは互いに統合されえることに注意されたい。すなわち、ドッキングステ
ーションコネクタを有する代わりに、ケーブルの端部は、ドッキングステーションに取り
付けられえる。
【００５９】
　図１０～１４を参照して、統合されたドッキングステーションが詳細に説明される。ス
タンドアローンのドッキングステーションと同様に、統合されたドッキングステーション
は、メディアプレーヤーが他のメディアデバイスと通信することを可能にする。しかし、
スタンドアローンドッキングステーションとは異なり、統合されたドッキングステーショ
ンは、メディアデバイスと統合され、またはそれに組み込まれている。理解されるように
、統合されたドッキングステーションの電気的および構造的要素は典型的には、メディア
デバイスの筐体を介して覆われており、すなわち、ドッキングステーションはそれ自身の
筐体を持たない。メディアデバイスの筐体も典型的には、メディアプレーヤーがメディア
デバイスへの接続のために置かれるメディアベイを規定する。すなわち、メディアデバイ
スはそれ自身が、メディアプレーヤーを受け入れる１つ以上のメディアベイを含む。メデ
ィアベイは典型的には、メディアプレーヤーがメディアベイに容易に挿入したり、それか
ら取り外したりできるようにメディアプレーヤーに外部からアクセス可能である。メディ
アベイは、前述のものの任意のものでありえる。メディアプレーヤーが取り外せることに
よって、メディアプレーヤーは柔軟なやり方でメディアデバイスのさまざまな異なるタイ
プをサポートできる。例として、メディアデバイスは、デスクトップコンピュータ、ノー
トブックコンピュータ、ホームサウンドシステム、カーサウンドシステム、携帯サウンド
システム、ホームシアターシステム、ビデオプロジェクタ、ディスプレイ、オーディオま
たはビデオレコーディング機器、カメラ（例えば写真、ビデオ）、電話などに対応しえる
。これらはまた、スキャナ、プリンタ、キーボードなどのような周辺コンピューティング
デバイスを含みえる。
【００６０】
　図１０は、本発明のある実施形態による統合されたドッキングステーション３５２を持
つノートブックコンピュータ３５０である。ノートブックコンピュータ３５０は、蓋３５
４および基部３５６を含む。ドッキングステーション３５２は、基部３５６内に一体化さ
れている。ドッキングステーション３５２は、例えば側面、上部、前面、背面または底部
表面のような基部３５６上のどこにでも配置されえるメディアベイ３５８を含む。メディ
アベイ３５８は、メディアプレーヤー３５９およびドッキングステーション３５２間で接
続が行われる限り、メディアプレーヤー３５９の任意の表面を受け入れるように構成され
える。例えば、図３に示されるようにメディアプレーヤーの背面を受け入れるようにそれ
は構成されえ、またはそれは図４に示されるようにメディアプレーヤーの底部を受け入れ
るように構成されえる。示される実施形態において、メディアベイ３５８は、メディアプ
レーヤー３５９の背面を受け入れるよう構成され、よってメディアプレーヤー３５９のユ
ーザインタフェースをユーザに露出させる。場合によっては、ユーザインタフェースは、
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ノートブックコンピュータ３５０の主要なユーザインタフェースでありえる。例えば、図
１に示されるメディアプレーヤーのタッチパッドは、ノートブックコンピュータ３５０上
でのアクションを実行するよう用いられえる。例として、ノートブックコンピュータは、
カリフォルニア州、クパチーノのApple Computerによって製造されるもののうちの任意の
ものに対応しえる。
【００６１】
　図１１は、本発明のある実施形態による統合されたドッキングステーション３６２を持
つ汎用コンピュータ３６０の透視図である。コンピュータ３６０は一般に、基部３６４お
よび基部３６４に動作可能に結合されたディスプレイ３６６を含む。基部３６４およびデ
ィスプレイ３６６は、別個の要素でありえ、すなわち、それらは従来のコンピュータのよ
うにそれぞれそれら自身の筐体を有しえ、またはそれらはオールインワンのマシン（示さ
れるように）を形成するよう単一の筐体内に統合されえる。ドッキングステーション３６
２は、基部３６４に統合される。ドッキングステーション３６２は、例えば、側部、上部
、前面、背面または底部表面のような基部のどこにでも配置されえるメディアベイ３６８
を含む。メディアベイ３６８は、メディアプレーヤー３６９およびドッキングステーショ
ン３６２間で接続が行われる限り、メディアプレーヤー３６９の任意の表面を受け入れる
よう構成されえる。例えば、図３に示されるようにメディアプレーヤーの背面を受け入れ
るようにそれは構成されえ、またはそれは図４に示されるようにメディアプレーヤーの底
部を受け入れるように構成されえる。示される実施形態において、メディアベイ３６８は
、メディアプレーヤー３６９の底部の側を受け入れるよう構成される。場合によっては、
メディアプレーヤー３６９のユーザインタフェースは露出されえ、他の場合においては、
ユーザインタフェースは完全にメディアベイ３５８内に覆われえる。例として、汎用コン
ピュータは、カリフォルニア州、クパチーノのApple Computerによって製造されるものの
うちの任意のものに対応しえる。
【００６２】
　図１２は、本発明のある実施形態による統合されたドッキングステーション３７２を持
つサウンドシステム３７０の前面図である。このサウンドシステムは大きく変更されえる
。例えば、これは実質的に固定されてもよく、携帯ユニットでもよい。示される実施形態
において、サウンドシステム３７０は、基部３７４およびスピーカのペア３７６を含むフ
ラットパネルユニットである。ドッキングステーション３７２は基部３７４に統合される
。ドッキングステーション３７２は、例えば、側部、上部、前面、背面または底部表面の
ような基部３７４上のどこにでも配置されえるメディアベイ３７８を含む。メディアベイ
３７８は、メディアプレーヤー３７９およびドッキングステーション３７２間で接続が行
われる限り、メディアプレーヤー３７９の任意の表面を受け入れるよう構成されえる。例
えば、図３に示されるようにメディアプレーヤーの背面を受け入れるようにそれは構成さ
れえ、またはそれは図４に示されるようにメディアプレーヤーの底部を受け入れるように
構成されえる。示される実施形態において、メディアベイ３７８は、メディアプレーヤー
３７９の背面の側を受け入れるよう構成される。場合によっては、メディアプレーヤー３
７９のユーザインタフェースはサウンドシステム３７０の主要なユーザインタフェースで
ありえ、他の場合においては、ユーザインタフェースはサウンドシステム３７０の補助的
なユーザインタフェースでありえる。
【００６３】
　図１３は、本発明のある実施形態による統合されたドッキングステーション３８２を持
つフォトディスプレイ３８０である。フォトディスプレイ３８０は、１つ以上の画像を陳
列するよう構成される。例えば、フォトディスプレイは、机の上に置かれ、または壁に置
かれて、１つ以上の家族写真を制御されたやり方で表示しえる。フォトディスプレイ３８
０は一般に、基部３８４および基部３８４に設けられたディスプレイ３８６を含む。ドッ
キングステーション３８２は基部３８４に統合される。ドッキングステーション３８２は
、例えば、側部、上部、前面、背面または底部表面のような基部３８４上のどこにでも配
置されえるメディアベイ３８８を含む。メディアベイ３８８は、メディアプレーヤー３８
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９およびドッキングステーション３８２間で接続が行われる限り、メディアプレーヤー３
８９の任意の表面を受け入れるよう構成されえる。例えば、図３に示されるようにメディ
アプレーヤーの背面を受け入れるようにそれは構成されえ、またはそれは図４に示される
ようにメディアプレーヤーの底部を受け入れるように構成されえる。示される実施形態に
おいて、メディアベイ３８８は、メディアプレーヤー３８９の背面の側を受け入れるよう
構成される。場合によっては、メディアプレーヤー３８９のユーザインタフェースはフォ
トディスプレイシステムの主要なユーザインタフェースでありえ、他の場合においては、
ユーザインタフェースはフォトディスプレイシステムの補助的なユーザインタフェースで
ありえる。
【００６４】
　図１４は、本発明のある実施形態による統合されたドッキングステーション３９２を持
つ携帯無線３９０である。この携帯無線は、例えば２者が屋外の異なる場所にいるときの
ような、ユーザが近くの場所にいる他のユーザと連絡できるようにする。例えば、携帯無
線は、音声通信、メッセージング（ページャ、電子メール）、ディジタル一方向無線（１
対１およびグループ）、ディジタル双方向無線（１対１およびグループ）、データサービ
ス（ワイヤレスウェブおよびプライベートネットワーク）を提供しえる。ある実施形態に
おいて、携帯無線３９０は、メディアプレーヤー３９９が携帯放送局として機能すること
を可能にする。例えば、ユーザは、メディアプレーヤー３９９から近所の、またはローカ
ルネットワーク内にある他のメディアデバイスへ音楽を放送しえる。携帯無線３９０は一
般に、無線放送要素（例えばアンテナ、送信機、受信機、音声調節、スケルチ制御、周波
数制御など）を含む基部３９４を含む。
【００６５】
　ドッキングステーション３９２は基部３９４に統合される。ドッキングステーション３
９２は、例えば、側部、上部、前面、背面または底部表面のような基部上のどこにでも配
置されえるメディアベイ３９８を含む。メディアベイ３９８は、メディアプレーヤー３９
９およびドッキングステーション３９２間で接続が行われる限り、メディアプレーヤー３
９９の任意の表面を受け入れるよう構成されえる。例えば、図３に示されるようにメディ
アプレーヤーの背面を受け入れるようにそれは構成されえ、またはそれは図４に示される
ようにメディアプレーヤーの底部を受け入れるように構成されえる。示される実施形態に
おいて、メディアベイ３９８は、メディアプレーヤー３９９の背面の側を受け入れるよう
構成され、それによりユーザインタフェースがユーザに露出される。よって、ユーザはソ
ングを選択しえ、その後、それをネットワーク内の他のユーザに放送しえる。
【００６６】
　携帯無線およびメディアデバイスは別個のデバイスとして示されるが、これらは統合さ
れることによって、ドッキングステーションの必要をなくしえることに注意されたい。例
えば、受信機、送信機、マイク、スピーカなどの無線放送要素は、例えば図１に示される
メディアプレーヤーのようなメディアプレーヤー中に組み込まれえる。無線放送要素は大
きく変更されえる。例えば、これらは、ＦＭ、ＲＦ、ブルートゥース、８０２．１１、Ｕ
ＷＢ（ウルトラワイドバンド）、ＩＲ、磁気リンク（誘導）および／またはその他を含む
技術に関連しえる。
【００６７】
　図１５は、本発明のある実施形態によるワイヤレス通信システム４００の概略図である
。ワイヤレス通信システム４００は一般に、メディアプレーヤー４０２および１つ以上の
メディアデバイス４０４を含む。メディアプレーヤー４０２は、ワイヤレス通信リンク４
０６を介してメディアをメディアデバイス４０４に送るよう構成され、メディアデバイス
４０４は、メディアプレーヤー４０２によってワイヤレス通信リンク４０６上で送られた
メディアを受け取るよう構成される。メディアプレーヤーは、ユーザがメディアプレーヤ
ー上に記憶されたメディアを送信できるようパーソナル送信ステーションとして振る舞う
ように本質的に構成される。場合によっては、メディアデバイス４０４もメディアをメデ
ィアプレーヤー４０２に送ることができ、メディアプレーヤー４０２もメディアデバイス
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４０４からメディアを受け取ることができる。例として、このメディアは一般に、オーデ
ィオ、ビデオ、画像、テキストなどに対応しえる。
【００６８】
　メディアを送り受け取るために、プレーヤーおよびデバイス４０２および４０４は一般
に、何らかのアンテナと共に送信機、受信機または送受信機を含む。メディアは一般に、
送信機を介して送られ、メディアは一般に、受信機を介して受け取られる。ある実施形態
において、メディアプレーヤーは、送信機を含み、一方、メディアデバイスは、受信機を
含む（一方向通信のために）。他の実施形態において、両方のデバイスが送受信機を含む
（双方向通信のために）。アンテナは、プレーヤー／デバイス４０２および４０４内に完
全に含まれえ、またはそれらはデバイスの外側に延びえる（示されるように）。例として
、ワイヤレス通信リンクは、ＦＭ、ＲＦ、ブルートゥース、８０２．１１、ＵＷＢ（ウル
トラワイドバンド）、ＩＲ、磁気リンク（誘導）および／またはその他に関連しえる。
【００６９】
　メディアプレーヤー４０２は大きく変更されえる。示される実施形態において、メディ
アプレーヤーは、図１に示されるメディアプレーヤーに対応する。メディアデバイス４０
４も大きく変更されえる。これらデバイスは一般に、メディアプレーヤー４０２によって
送られるメディアのタイプに依存する。例として、メディアデバイス４０４は一般に、パ
ーソナル携帯無線４０４Ａ、パーソナルチューニングデバイス４０４Ｂ、パーソナルディ
スプレイデバイス４０４Ｃなどに対応しえる。パーソナルとは一般に、これらのデバイス
が特定のユーザに関するという事実を指す。ある実施形態においてはこれらデバイスは、
ユーザのポケットの中に入れられるサイズにされたハンドヘルドデバイスである。ポケッ
トサイズであることにより、ユーザは、デバイスを直接に持ち運ぶ必要がなく、よってデ
バイスはユーザが移動する所ならどこへでも持って行ける。
【００７０】
　パーソナル携帯無線４０４Ａは一般に、音声通信を可能にするためにマイクおよびスピ
ーカ（またはオーディオジャック）を含む。携帯無線は、ボタンを押すことで携帯無線か
らメディアプレーヤーへの通信ラインが開くプッシュツートーク（ＰＴＴ）に基づきえる
。携帯無線は典型的には、ゴムで封止されたコイル状エレメントからなる頑丈なゴムで覆
われた素子のようなアンテナを含む。携帯無線はまた、情報を受け取り送るチャネルを選
択するチャネルチューナおよびオーディオ信号のボリュームを調節するボリューム制御ダ
イヤルを含みえる。携帯無線はまた、選択されたチャネル、受け取られた信号強度、出力
電力などを表示する小さなディスプレイを含みえる。携帯無線は一般によく知られており
、詳細は記載されない。
【００７１】
　パーソナルチューニングデバイス４０４Ｂは一般に、メディアプレーヤー４０２によっ
て送られているオーディオベースのメディア（例えば音楽）を聴けるように、スピーカ（
またはヘッドホンジャック）およびボリューム調節ダイヤルを含む。パーソナルチューニ
ングデバイス４０４Ｂはまた、アンテナおよび情報を受け取り送るチャネルを選択する周
波数チューナを含みえる。ある実施形態において、パーソナルチューニングデバイス４０
４Ｂはラジオに対応する（例えばメディアプレーヤーはＦＭトランスミッタを含みえ、ラ
ジオはＦＭレシーバを含みえる）。
【００７２】
　パーソナルディスプレイデバイス４０４Ｃは一般に、メディアプレーヤー４０２によっ
て送られているビデオまたは画像ベースのメディアを見れるように、ディスプレイを含む
。場合によっては、パーソナルディスプレイデバイス４０４Ｃは加えて、写真／ビデオお
よびオーディオベースのメディアの両方がメディアプレーヤーから受け取られるようにス
ピーカおよびボリューム調節を含む。ビデオまたは写真は、その上に設けられたカメラを
通してメディアプレーヤーによって作られえる。ビデオまたは写真はまた、メディアプレ
ーヤー内に設けられた記憶要素内に記憶されえる。ある実施形態において、パーソナルデ
ィスプレイデバイスは、テレビジョンまたはＴＶに対応する（例えばメディアプレーヤー
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はＶＨＦまたはＵＨＦトランスミッタを含みえ、ＴＶはＶＨＦまたはＵＨＦレシーバを含
みえる）。
【００７３】
　メディアデバイスは、メディアプレーヤー４０４Ｄ、ノートブックコンピュータ４０４
Ｅまたは汎用コンピュータ４０４Ｆを含みえる。第２メディアプレーヤー４０４Ｄは、第
１メディアプレーヤー４０２と同様でありえ、またはそれは全く異なるデバイスでありえ
る。例として、第２メディアプレーヤー４０４Ｄは一般に、図１に示されるメディアプレ
ーヤーに対応しえる。ノートブックコンピュータ４０４Ｅおよび汎用コンピュータ４０４
Ｆの両方は、ワイヤレス通信リンク上で通信するのに必要なハードウェア（例えばアンテ
ナ、レシーバ、トランシーバ）を含みえ、またはそれらは必要なハードウェアを含むワイ
ヤレスハブ４１０に接続されえる。
【００７４】
　図１６は、本発明のある実施形態によるワイヤレス通信システム４２０のブロック図で
ある。システム４２０は一般に、ワイヤレス通信リンク４２６を介して接続するメディア
プレーヤー４２２およびメディアデバイス４２４を含む。メディアプレーヤー４２２およ
びメディアデバイス４２４の両方が大きく変更されえる。説明を簡単にするために、メデ
ィアデバイス４２４は第１メディアプレーヤーに似た第２メディアプレーヤーに対応する
。両方のメディアプレーヤーは、ユーザインタフェース４３０、記憶ブロック４３２、入
力／出力回路４３４および通信ターミナル４３６に動作可能に結合されるプロセッサ４２
８を含む。
【００７５】
　プロセッサ４２８は、命令を実行し、メディアプレーヤー４２２、４２４に関連付けら
れる操作を実行するよう構成される。例えば、メモリから例えば取り出される命令を用い
て、プロセッサ４２８は、メディアプレーヤー４２２、４２４の要素間の入力および出力
データの受け取りおよび操作を制御しえる。たいていの場合、プロセッサ４２８は、オペ
レーティングシステムまたは他のソフトウェアの制御の下で命令を実行する。プロセッサ
４２８は、シングルチッププロセッサでありえ、または複数の要素で実現されえる。
【００７６】
　ユーザインタフェース４３０は、メディアプレーヤー４２２、４２４のユーザがメディ
アプレーヤー４２２、４２４にアクションを開始して、ユーザにメディアプレーヤー４２
２、４２４に関連付けられた出力（例えばオーディオ、ビデオ、画像など）を提供するこ
とを可能にする。ユーザインタフェース４３０は大きく変更されえる。例として、ユーザ
インタフェース４３０は、スイッチ、キー、ダイヤル、トラックボール、ジョイスティッ
ク、タッチパッド、タッチスクリーン、ディスプレイ、マイク、スピーカ、カメラなどを
含みえる。
【００７７】
　記憶ブロック４３２は、メディアプレーヤー４２２、４２４によって用いられるデータ
を保持する場所を提供する。例として、例として、記憶ブロック４３２は、読み出し専用
メモリ（ＲＯＭ）、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、ハードディスクドライブ、フラ
ッシュメモリおよび／またはその他を含みえる。示される実施形態において記憶ブロック
は少なくともハードドライブを含む。
【００７８】
　入力／出力（Ｉ／Ｏ）サポート回路４３４は、メディアプレーヤー４２２、４２４に結
合されえる１つ以上のＩ／Ｏデバイス４４０との対話を制御する。Ｉ／Ｏサポート回路４
３４はプロセッサ４２８と統合されえ、またはそれは別個の要素でありえる（示されるよ
うに）。Ｉ／Ｏサポート回路４３４は一般に、メディアプレーヤー４２２、４２４および
メディアプレーヤー４２２、４２４と通信したいＩ／Ｏデバイス４４０の間でデータ（お
よび／または電源）をやりとりすることによって動作する。たいていの場合、Ｉ／Ｏデバ
イス４４０は、１つ以上のコネクタ、ワイヤまたはケーブルを通してＩ／Ｏサポート回路
４３４に接続されえる。例として、Ｉ／Ｏデバイス４４０は、メディアプレーヤー、ノー
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トブックコンピュータ、携帯情報端末、汎用コンピュータ、記憶デバイス、追加ユーザイ
ンタフェース、オーディオ機器（例えばスピーカ、ヘッドホン）、ビデオまたは画像機器
（例えばカメラ）、ネットワークカードなどのような内部または周辺デバイスでありえる
。示される実施形態において、Ｉ／Ｏデバイス４４０はヘッドセットに対応する。ヘッド
セットは、ヘッドホンジャックを通してメディアプレーヤーに接続されえる。
【００７９】
　通信ターミナル４３６は、メディアプレーヤー４２２にワイヤレスリンクを通して結合
されえる１つ以上のメディアデバイス４２４との対話を制御する。通信ターミナル４３６
は、送信機、受信機または送受信機を含みえる。ある実施形態において、第１メディアプ
レーヤー４２２は送信機を含み、第２メディアプレーヤー４２４は受信機を含むことによ
って、それらの間で一方向通信を提供する。示される実施形態において、それらの間の双
方向通信のために第１メディアプレーヤー４２２は第１送受信機を含み、第２メディアプ
レーヤーは第２送受信機４２４を含む。送信機は、ワイヤレス通信リンク上で情報を送信
するよう構成され、受信機は、ワイヤレス通信リンク上で情報を受信するよう構成され、
一方、送受信機は、ワイヤレス通信リンク上で情報を送信および受信の両方をするよう構
成される。受信機、送信機および送受信機の要素は、それらが実現されるこの技術分野（
例えばＦＭ、ＲＦ、ブルートゥース、８０２．１１、ＵＷＢ、ＩＲ、磁気リンク）で一般
によく知られているので、詳細は説明されない。
【００８０】
　図１７は、本発明のある実施形態によるワイヤレス送信方法４５０のフロー図である。
この方法は、例えば図１５および１６に示されるメディアプレーヤーのようなメディアプ
レーヤーによって実現されえる。この方法は一般に、ブロック４５２で始まり、ここでメ
ディアアイテムが選択される。これは一般に、メディアプレーヤーを操作するユーザによ
ってメディアプレーヤーのユーザインタフェースを介して達成される。アプリケーション
に依存して、ユーザは、メディアアイテムのリストの中を簡単に移動しえ、その後、いっ
たん所望のメディアアイテムが見つかれば選択を行いえる。音楽の場合、ユーザは、所望
のソングが見つかるまでソングのリストを通してスクロールしえる。画像の場合、ユーザ
は、所望の画像が見つかるまでプルーフシートを通して移動しえる。
【００８１】
　ブロック４５２に続いて、フローはブロック４５４に進み、ここでリモート受信者が選
択される。リモート受信者は一般に、選択されたメディアアイテムをメディアプレーヤー
から受け取ることができる他のデバイスを指す。リモート受信者を選択することは、例え
ば放送（例えばＦＭ）の場合におけるような信号チャネルを選択すること、またはネット
ワーク接続（例えばブルートゥース）の場合におけるような所望のアドレスを選択するこ
とを含みえる。放送において、メディアアイテムは、正しい信号チャネルに同調された受
信機を持つ任意の人による一般受信のために電波で送信され、すなわちメディアアイテム
は、全ての方向に同時に放送または伝搬される。ネットワークにおいて、メディアアイテ
ムは、１つ以上のユニークなアドレスに送信され、すなわちそれぞれのメディアデバイス
はそれ自身のユニークなアドレスを有する。放送を利用するとき、ユーザは、メディアプ
レーヤーのユーザインタフェースを介して単にチャネルを選択しえる。例えば、メディア
プレーヤーのユーザは、ＦＭ９８．１を選択しえ、したがってメディアデバイスのユーザ
はメディアアイテムを受信するためにＦＭ９８．１を選択しなければならない。ネットワ
ークを利用するとき、ユーザは、メディアプレーヤーのユーザインタフェースを介して１
つ以上のアドレスを選択しえる。例えば、ユーザは、１つ以上のユニークなアドレスを直
接に入力しえ、またはユーザはメディアプレーヤーに記憶された既存のグループから１つ
以上のユニークなアドレスを選択しえる。場合によっては、ユニークなアドレスは友達リ
ストとして記憶されえる。
【００８２】
　ブロック４５４に続いて、フローはブロック４５６に進み、メディアアイテム（群）が
送信される。メディアアイテムは、メディアプレーヤーにローカルに送信されえ、および
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／またはそれはワイヤレスでリモート受信者に送信されえる。たいていの場合、メディア
アイテムは、リモート受信者とメディアプレーヤーの両方に送信される。
【００８３】
　上述の方法のさまざまな局面は、単独でまたはさまざまな組み合わせで用いられえる。
この方法は、好ましくはハードウェアおよびソフトウェアの組み合わせによって実現され
るが、ハードウェアまたはソフトウェアで実現されてもよい。この方法は、コンピュータ
で読み取り可能な媒体上のコンピュータによって読み取り可能なコードとして実現されえ
る。コンピュータで読み取り可能な媒体は、データを記憶でき、その後、コンピュータシ
ステムによって読み取られえる任意のデータ記憶デバイスである。コンピュータで読み取
り可能な媒体の例には、読み出し専用メモリ、ランダムアクセスメモリ、ハードドライブ
、フラッシュメモリ、ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ、磁気テープ、光学データ記憶デバイス、お
よび搬送波が含まれる。
【００８４】
　図１８は、本発明のある実施形態による使用中のパーソナル送信ステーション５００を
示す図である。例として、パーソナル送信ステーション５００は、図１に示されるメディ
アプレーヤーに対応しえる。パーソナル送信ステーション５００は、ワイヤレスで１つ以
上のパーソナルメディアデバイス５０２に１つ以上のワイヤレスリンク５０４を通して接
続される。これらデバイス５００および５０２は、前述のもののうちで任意のもののよう
なワイヤレス通信信号を介して接続される。
【００８５】
　パーソナル送信ステーション５００は、パーソナルメディアデバイス５０２にいくつか
のタイプのデータを送信するよう構成されえるが、示される実施形態においては、パーソ
ナル送信ステーション５００は、音楽５０２の形態のオーディオデータを、パーソナルチ
ューニングデバイスとして働く１つ以上のパーソナルメディアデバイス５０２に送信する
よう構成される（例えばパーソナル送信ステーション５００はＭＰ３機能を例えば含む）
。よって、パーソナル送信ステーション５００のユーザは、ディスクジョッキー機能を実
行でき、すなわち、ユーザは、どのソングがパーソナルチューニングデバイス５０２とパ
ーソナル送信ステーション５００の両方で再生されるべきかを決定しえる。
【００８６】
　この具体的な例では、第１スキーヤー５０６は、パーソナル送信ステーション５００を
持ち、一方、第２、第３および第４スキーヤー５０８、５１０および５１２はそれぞれパ
ーソナルチューニングデバイス５０２を持つ。示されるように第１スキーヤー５０６は、
第２、第３および第４スキーヤー５０８、５１０および５１２から離れて位置する。第１
スキーヤー５０６が、第１ヒル５１４に位置するとき、第２および第３スキーヤー５０８
および５１０はスキーリフト５１６に位置し、第４スキーヤー５０２は第２ヒル５１８を
滑り降りている。理解されるように、これら位置の全ては、パーソナル送信ステーション
５００の放送またはネットワーク範囲の中である。
【００８７】
　パーソナル送信ステーション５００は、第２、第３および第４スキーヤー５０８、５１
０および５１２によって持たれるパーソナルチューニングデバイス５０２に音楽信号を送
るよう構成され、パーソナルチューニングデバイス５０２は、パーソナル送信ステーショ
ン５００から送られる音楽信号を受け取るよう構成される。したがって第１スキーヤー５
０６は、パーソナル送信ステーション５００上で再生されるべき異なるソングを単に選択
することによって、第２、第３および第４スキーヤー５０８、５１０および５１２によっ
て何が聴かれているかに変更を行うことができる（彼が残りのスキーヤーとは異なる場所
に居たとしても）。例えば、第１スキーヤー５０６は、第１ソングを終え、第２ソングが
再生されるよう選択し、よってパーソナル送信ステーション５００が第２ソングをパーソ
ナルチューニングデバイス５０２に送るようにできる。
【００８８】
　パーソナルチューニングデバイス５０２とパーソナル送信ステーション５００の両方は
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、音声を出力する手段を含む。例えば、これらはスピーカまたはヘッドホンに結合するジ
ャックを含みえる。これらデバイスはまた、ボリュームを調節する手段を含みえる。例え
ば、これらは、ボリュームを上げるかまたは下げるダイヤルまたはボタンを含みえる。場
合によっては、パーソナルチューニングデバイスは、ソングリクエスト、すなわちメッセ
ージングまたは音声通信をする手段を含みえる。
【００８９】
　本発明は、いくつかの好ましい実施形態について説明されてきたが、本発明の範囲に入
る改変、組み合わせ、および等価物が存在する。例えば、本発明は、ＭＰ３ミュージック
プレーヤーについて説明されてきたが、本発明のある種の特徴はビデオレコーダ、カメラ
などのような他のタイプのメディアプレーヤーにも適用されえることが理解されよう。さ
らに、ここで説明されたＭＰ３ミュージックプレーヤーは、ＭＰ３ミュージックフォーマ
ットに限定されない。ＭＰ３ ＶＢＲ（可変ビットレート）、ＡＩＦＦおよびＷＡＶフォ
ーマットのような他のオーディオフォーマットも用いられえる。さらに、本発明のある種
の局面は、ハンドヘルドデバイスに限定されない。例えば、タッチパッドは、ポータブル
コンピュータ、携帯情報端末（ＰＤＡ）、携帯電話などのような他のコンピューティング
デバイスにおいても用いられえる。このタッチパッドは、デスクトップまたはポータブル
コンピュータに接続するスタンドアローン入力デバイスとしても用いられえる。本発明の
方法および装置を実現する多くの代替の方法が存在することに注意されたい。例えば、タ
ッチパッドは、指によって駆動されるとして説明されてきたが、他の場合にはそれを駆動
するために他の物体が用いられえることに注意されたい。例えば、スタイラスまたは他の
物体が、タッチパッドのある構成では用いられえる。したがって以下の添付の特許請求の
範囲は、このような全ての改変物、組み合わせ、および等価物が本発明の真の精神および
範囲に入るよう含むとして解釈されるべきだと意図されている。
【図面の簡単な説明】
【００９０】
【図１】本発明のある実施形態によるメディアプレーヤーの透視図である。
【図２】本発明のある実施形態によるメディアプレーヤーシステムの概略図である。
【図３Ａ】本発明のある実施形態によるドッキングステーションの概略図である。
【図３Ｂ】本発明のある実施形態によるドッキングステーションの概略図である。
【図４Ａ】本発明のある実施形態によるドッキングステーションの概略図である。
【図４Ｂ】本発明のある実施形態によるドッキングステーションの概略図である。
【図５】本発明のある実施形態によるメディアプレーヤーシステムのブロック図である。
【図６Ａ】本発明のある実施形態によるコネクタアセンブリの上面図である。
【図６Ｂ】本発明のある実施形態によるコネクタアセンブリの前面図である。
【図６Ｃ】本発明のある実施形態によるピン指定チャートである。
【図７Ａ】本発明のある実施形態によるスタンドアローンドッキングステーションの透視
図である。
【図７Ｂ】本発明のある実施形態によるスタンドアローンドッキングステーションの上面
図である。
【図７Ｃ】本発明のある実施形態によるスタンドアローンドッキングステーションのその
カバーが取り除かれた上面図である。
【図７Ｄ】本発明のある実施形態によるスタンドアローンドッキングステーションの背面
図である。
【図７Ｅ】本発明のある実施形態によるスタンドアローンドッキングステーションの側面
図である。
【図８】本発明のある実施形態によるメディアプレーヤードッキングステーションの使用
中の概略図である。
【図９Ａ】本発明のある実施形態によるケーブルアダプタの概略図である。
【図９Ｂ】本発明のある実施形態によるケーブルアダプタの概略図である。
【図９Ｃ】本発明のある実施形態によるケーブルアダプタの概略図である。
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【図９Ｄ】本発明のある実施形態によるケーブルアダプタの機能図である。
【図１０】本発明の他の実施形態によるビルトインドッキングステーションを持つノート
ブックコンピュータの概略図である。
【図１１】本発明の他の実施形態によるビルトインドッキングステーションを持つデスク
トップコンピュータの概略図である。
【図１２】本発明の他の実施形態によるビルトインドッキングステーションを持つ携帯ス
テレオの概略図である。
【図１３】本発明の他の実施形態によるビルトインドッキングステーションを持つ写真フ
レームの概略図である。
【図１４】本発明の他の実施形態によるビルトインドッキングステーションを持つ家庭無
線の概略図である。
【図１５】本発明の他の実施形態によるワイヤレス通信システムの概略図である。
【図１６】本発明の他の実施形態によるワイヤレス通信システムのブロック図である。
【図１７】本発明のある実施形態によるワイヤレス通信方法のフロー図である。
【図１８】本発明の他の実施形態によるワイヤレス通信ネットワークの使用中の透視図で
ある。
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